
(57)【要約】

【課題】　バックライトモジュール、2つの偏光器、LCD

パネル、および視角調整デバイスを備えるLCDを提供す

ること。

【解決手段】　偏光器はバックライトモジュールの上に

配置される。LCDパネルおよび第1の視角調整デバイスは

、複数の偏光器の間に配置される。視角調整デバイスは

、第1の基板、第1の電極、液晶層、第2の電極、および

第2の基板を備える。第1の電極は、第1の基板上に配置

される。液晶層は、第1の電極上に配置される。第2の電

極および第2の基板は、液晶層上に配置される。第1の液

晶層は、第1の基板と第2の基板との間に密封される。第

2の電極は、第2の基板の底面に配置される。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 液 晶 デ ィ ス プ レ イ (LCD)で あ っ て 、
　 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル と 、
　 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル 上 に 配 置 さ れ た 第 1の 偏 光 器 お よ び 第 2の 偏 光 器 と 、
　 前 記 第 1の 偏 光 器 と 前 記 第 2の 偏 光 器 と の 間 に 配 置 さ れ た LCDパ ネ ル と 、
　 前 記 第 1の 偏 光 器 と 前 記 第 2の 偏 光 器 と の 間 に 配 置 さ れ た 第 1の 視 角 調 整 デ バ イ ス で あ っ
て 、
　 　 第 1の 基 板 と 、
　 　 前 記 第 1の 基 板 上 に 配 置 さ れ た 第 1の 電 極 と 、
　 　 前 記 第 1の 電 極 上 に 配 置 さ れ た 第 1の 配 向 膜 と 、
　 　 前 記 第 1の 配 向 膜 上 に 配 置 さ れ た 第 1の 液 晶 層 と 、
　 　 前 記 第 1の 液 晶 層 上 に 配 置 さ れ た 第 2の 配 向 膜 と 、
　 　 前 記 第 1の 液 晶 層 上 に 配 置 さ れ た 第 2の 電 極 で あ っ て 、 前 記 第 2の 配 向 膜 が 前 記 第 2の 電
極 の 底 面 に 配 置 さ れ て い る 、 第 2の 電 極 と 、
　 　 前 記 第 1の 液 晶 層 上 に 配 置 さ れ た 第 2の 基 板 で あ っ て 、 前 記 第 1の 液 晶 層 が 前 記 第 1の 基
板 と 前 記 第 2の 基 板 と の 間 に 密 封 さ れ 、 前 記 第 2の 電 極 が 前 記 第 2の 基 板 の 底 面 に 配 置 さ れ
て い る 、 第 2の 基 板 と
　 を 含 む 第 1の 視 角 調 整 デ バ イ ス と
を 備 え る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 LCDパ ネ ル は 、 前 記 第 1の 偏 光 器 と 前 記 第 1の 視 角 調 整 デ バ イ ス と の 間 に 配 置 さ れ る
請 求 項 1に 記 載 の LCD。
【 請 求 項 ３ 】
　 さ ら に 、
　 前 記 第 1の 偏 光 器 と 前 記 LCDパ ネ ル と の 間 に 配 置 さ れ た 第 1の 補 償 膜 と 、
　 前 記 第 2の 偏 光 器 と 前 記 第 1の 視 角 調 整 デ バ イ ス と の 間 に 配 置 さ れ た 第 2の 補 償 膜 と を 含
む 請 求 項 2に 記 載 の LCD。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 1の 偏 光 器 の 光 透 過 軸 は 、 前 記 第 2の 偏 光 器 の 光 透 過 軸 に 垂 直 で あ り 、 前 記 第 1の
配 向 膜 は 、 第 1の 配 向 領 域 お よ び 第 2の 配 向 領 域 を 含 み 、 前 記 第 2の 配 向 膜 は 、 第 3の 配 向 領
域 お よ び 第 4の 配 向 領 域 を 含 み 、 前 記 第 3の 配 向 領 域 お よ び 前 記 第 4の 配 向 領 域 は 、 前 記 第 1
の 配 向 領 域 お よ び 前 記 第 2の 配 向 領 域 に 、 そ れ ぞ れ 対 応 し 、 前 記 第 1の 配 向 領 域 の ラ ビ ン グ
方 向 は 、 前 記 第 1の 偏 光 器 の 光 透 過 軸 に 並 行 ま た は 垂 直 で あ り 、 前 記 第 2の 配 向 領 域 お よ び
前 記 第 3の 配 向 領 域 の ラ ビ ン グ 方 向 は 、 前 記 第 1の 配 向 領 域 と 反 対 の 方 向 で あ り 、 前 記 第 4
の 配 向 領 域 の ラ ビ ン グ 方 向 は 、 前 記 第 2の 配 向 領 域 と 反 対 の 方 向 で あ る 請 求 項 2に 記 載 の LC
D。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 1の 偏 光 器 の 前 記 光 透 過 軸 は 、 前 記 第 2の 偏 光 器 の 光 透 過 軸 に 垂 直 で あ り 、 前 記 第
1の 配 向 膜 の 前 記 ラ ビ ン グ 方 向 は 、 前 記 第 1の 偏 光 器 の 前 記 光 透 過 軸 に 並 行 ま た は 垂 直 で あ
り 、 前 記 第 1の 配 向 膜 の 前 記 ラ ビ ン グ 方 向 は 、 前 記 第 2の 配 向 膜 の ラ ビ ン グ 方 向 と 反 対 の 方
向 で あ り 、 前 記 LCDは 、 さ ら に 、
　 前 記 第 1の 偏 光 器 と 前 記 LCDパ ネ ル と の 間 に 配 置 さ れ た 第 2の 視 角 調 整 デ バ イ ス で あ っ て
、
　 　 第 3の 基 板 と 、
　 　 前 記 第 3の 基 板 上 に 配 置 さ れ た 第 3の 電 極 と 、
　 　 前 記 第 3の 電 極 上 に 配 置 さ れ た 第 3の 配 向 膜 と 、
　 　 前 記 第 3の 配 向 膜 上 に 配 置 さ れ た 第 2の 液 晶 層 と 、
　 　 前 記 第 2の 液 晶 層 上 に 配 置 さ れ た 第 4の 配 向 膜 と 、
　 　 前 記 第 2の 液 晶 層 上 に 配 置 さ れ た 第 4の 電 極 で あ っ て 、 前 記 第 4の 配 向 膜 が 前 記 第 4の 電

10

20

30

40

50

(2) JP 2006-11451 A 2006.1.12



極 の 底 面 に 配 置 さ れ て い る 、 第 4の 電 極 と 、
　 　 前 記 第 2の 液 晶 層 上 に 配 置 さ れ た 第 4の 基 板 で あ っ て 、 前 記 第 2の 液 晶 層 が 前 記 第 3の 基
板 と 前 記 第 4の 基 板 と の 間 に 密 封 さ れ 、 前 記 第 4の 電 極 が 前 記 第 4の 基 板 の 底 面 に 配 置 さ れ
て い る 、 第 4の 基 板 と
　 を 含 む 第 2の 視 角 調 整 デ バ イ ス
を 備 え る 請 求 項 2に 記 載 の LCD。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 1の 偏 光 器 の 前 記 光 透 過 軸 は 、 前 記 第 2の 偏 光 器 の 光 透 過 軸 に 垂 直 で あ り 、 前 記 第
1の 配 向 膜 の 前 記 ラ ビ ン グ 方 向 は 、 前 記 第 1の 偏 光 器 の 前 記 光 透 過 軸 に 並 行 ま た は 垂 直 で あ
り 、 前 記 第 1の 配 向 膜 の 前 記 ラ ビ ン グ 方 向 は 、 前 記 第 2の 配 向 膜 の ラ ビ ン グ 方 向 と 反 対 の 方
向 で あ り 、 前 記 LCDは 、 さ ら に 、
　 前 記 第 2の 偏 光 器 と 前 記 LCDパ ネ ル と の 間 に 配 置 さ れ た 第 2の 視 角 調 整 デ バ イ ス で あ っ て
、
　 　 第 3の 基 板 と 、
　 　 前 記 第 3の 基 板 上 に 配 置 さ れ た 第 3の 電 極 と 、
　 　 前 記 第 3の 電 極 上 に 配 置 さ れ た 第 3の 配 向 膜 と 、
　 　 前 記 第 3の 配 向 膜 上 に 配 置 さ れ た 第 2の 液 晶 層 と 、
　 　 前 記 第 2の 液 晶 層 上 に 配 置 さ れ た 第 4の 配 向 膜 と 、
　 　 前 記 第 2の 液 晶 層 上 に 配 置 さ れ た 第 4の 電 極 で あ っ て 、 前 記 第 4の 配 向 膜 が 前 記 第 4の 電
極 の 底 面 に 配 置 さ れ て い る 、 第 4の 電 極 と 、
　 　 前 記 第 2の 液 晶 層 上 に 配 置 さ れ た 第 4の 基 板 で あ っ て 、 前 記 第 2の 液 晶 層 が 前 記 第 3の 基
板 と 前 記 第 4の 基 板 と の 間 に 密 封 さ れ 、 前 記 第 4の 電 極 が 前 記 第 4の 基 板 の 底 面 に 配 置 さ れ
て い る 、 第 4の 基 板 と
　 を 含 む 第 2の 視 角 調 整 デ バ イ ス
を 備 え る 請 求 項 2に 記 載 の LCD。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 LCDパ ネ ル は 、 前 記 第 2の 偏 光 器 と 前 記 第 1の 視 角 調 整 デ バ イ ス と の 間 に 配 置 さ れ る
請 求 項 1に 記 載 の LCD。
【 請 求 項 ８ 】
　 さ ら に 、
　 前 記 第 1の 偏 光 器 と 前 記 第 1の 視 角 調 整 デ バ イ ス と の 間 に 配 置 さ れ た 第 1の 補 償 膜 と 、
　 前 記 第 2の 偏 光 器 と 前 記 LCDパ ネ ル と の 間 に 配 置 さ れ た 第 2の 補 償 膜 と を 備 え る 請 求 項 7に
記 載 の LCD。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 1の 偏 光 器 の 光 透 過 軸 は 、 前 記 第 2の 偏 光 器 の 光 透 過 軸 に 垂 直 で あ り 、 前 記 第 1の
配 向 膜 は 、 第 1の 配 向 領 域 お よ び 第 2の 配 向 領 域 を 含 み 、 前 記 第 2の 配 向 膜 は 、 第 3の 配 向 領
域 お よ び 第 4の 配 向 領 域 を 含 み 、 前 記 第 3の 配 向 領 域 お よ び 前 記 第 4の 配 向 領 域 は 、 前 記 第 1
の 配 向 領 域 お よ び 前 記 第 2の 配 向 領 域 に 、 そ れ ぞ れ 対 応 し 、 前 記 第 1の 配 向 領 域 の ラ ビ ン グ
方 向 は 、 前 記 第 1の 偏 光 器 の 光 透 過 軸 に 並 行 ま た は 垂 直 で あ り 、 前 記 第 2の 配 向 領 域 お よ び
前 記 第 3の 配 向 領 域 の ラ ビ ン グ 方 向 は 、 前 記 第 1の 配 向 領 域 と 反 対 の 方 向 で あ り 、 前 記 第 4
の 配 向 領 域 の ラ ビ ン グ 方 向 は 、 前 記 第 2の 配 向 領 域 と 反 対 の 方 向 で あ る 請 求 項 7に 記 載 の LC
D。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 1の 偏 光 器 の 前 記 光 透 過 軸 は 、 前 記 第 2の 偏 光 器 の 光 透 過 軸 に 垂 直 で あ り 、 前 記 第
1の 配 向 膜 の 前 記 ラ ビ ン グ 方 向 は 、 前 記 第 1の 偏 光 器 の 前 記 光 透 過 軸 に 並 行 ま た は 垂 直 で あ
り 、 前 記 第 1の 配 向 膜 の 前 記 ラ ビ ン グ 方 向 は 、 前 記 第 2の 配 向 膜 の ラ ビ ン グ 方 向 と 反 対 の 方
向 で あ り 、 前 記 LCDは 、 さ ら に 、
　 前 記 第 1の 偏 光 器 と 前 記 第 1の 視 角 調 整 デ バ イ ス と の 間 に 配 置 さ れ た 第 2の 視 角 調 整 デ バ
イ ス で あ っ て 、
　 　 第 3の 基 板 と 、
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　 　 前 記 第 3の 基 板 上 に 配 置 さ れ た 第 3の 電 極 と 、
　 　 前 記 第 3の 電 極 上 に 配 置 さ れ た 第 3の 配 向 膜 と 、
　 　 前 記 第 3の 配 向 膜 上 に 配 置 さ れ た 第 2の 液 晶 層 と 、
　 　 前 記 第 2の 液 晶 層 上 に 配 置 さ れ た 第 4の 配 向 膜 と 、
　 　 前 記 第 2の 液 晶 層 上 に 配 置 さ れ た 第 4の 電 極 で あ っ て 、 前 記 第 4の 配 向 膜 が 前 記 第 4の 電
極 の 底 面 に 配 置 さ れ て い る 、 第 4の 電 極 と 、
　 　 前 記 第 2の 液 晶 層 上 に 配 置 さ れ た 第 4の 基 板 で あ っ て 、 前 記 第 2の 液 晶 層 が 前 記 第 3の 基
板 と 前 記 第 4の 基 板 と の 間 に 密 封 さ れ 、 前 記 第 4の 電 極 が 前 記 第 4の 基 板 の 底 面 に 配 置 さ れ
て い る 、 第 4の 基 板 と
　 を 含 む 第 2の 視 角 調 整 デ バ イ ス
を 備 え る 請 求 項 7に 記 載 の LCD。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 第 1の 偏 光 器 の 前 記 光 透 過 軸 は 、 前 記 第 2の 偏 光 器 の 光 透 過 軸 に 垂 直 で あ り 、 前 記 第
1の 配 向 膜 の 前 記 ラ ビ ン グ 方 向 は 、 前 記 第 1の 偏 光 器 の 前 記 光 透 過 軸 に 並 行 ま た は 垂 直 で あ
り 、 前 記 第 1の 配 向 膜 の 前 記 ラ ビ ン グ 方 向 は 、 前 記 第 2の 配 向 膜 の ラ ビ ン グ 方 向 と 反 対 の 方
向 で あ る 請 求 項 1に 記 載 の LCD。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 第 1の 視 角 調 整 デ バ イ ス は 、 さ ら に 、
　 前 記 第 1の 基 板 上 に 配 置 さ れ て い る 第 1の 開 口 を 持 つ 第 1の 分 離 層 で あ っ て 、 前 記 第 1の 電
極 が 前 記 第 1の 開 口 内 に 配 置 さ れ る 、 第 1の 分 離 層 と 、
　 前 記 第 2の 基 板 の 前 記 底 面 に 配 置 さ れ た 第 2の 開 口 を 持 つ 第 2の 分 離 層 で あ っ て 、 前 記 第 2
の 開 口 が 前 記 第 1の 開 口 に 対 応 し 、 前 記 第 2の 電 極 が 前 記 第 2の 開 口 内 に 配 置 さ れ て い る 、
第 2の 分 離 層 を 備 え る 請 求 項 1に 記 載 の LCD。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 第 1の 視 角 調 整 デ バ イ ス は 、 さ ら に 、
　 前 記 第 1の 基 板 上 に 配 置 さ れ て い る 複 数 の 走 査 線 お よ び 複 数 の デ ー タ 線 で あ っ て 、 前 記
走 査 線 お よ び 前 記 デ ー タ 線 は 、 複 数 の ピ ク セ ル を 持 つ ピ ク セ ル ア レ イ を 定 め 、 前 記 複 数 の
ピ ク セ ル の 一 部 は 所 定 の ピ ク セ ル ゾ ー ン を 形 成 す る 、 複 数 の 走 査 線 お よ び 複 数 の デ ー タ 線
と 、
　 前 記 第 1の 基 板 上 に 配 置 さ れ て い る 複 数 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ (TFT)で あ っ て 、 前 記 TFTは
そ れ ぞ れ 、 前 記 対 応 す る ピ ク セ ル 内 に 位 置 決 め さ れ 、 前 記 対 応 す る 走 査 線 お よ び 前 記 対 応
す る デ ー タ 線 に 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 、 複 数 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ (TFT)と 、
　 前 記 走 査 線 を 介 し て 前 記 TFTに 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 走 査 線 駆 動 回 路 と 、
　 前 記 デ ー タ 線 を 介 し て 前 記 TFTに 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る デ ー タ 線 駆 動 回 路 と を 備 え 、
　 前 記 第 1の 電 極 は 、 複 数 の ピ ク セ ル 電 極 を 含 み 、 前 記 ピ ク セ ル 電 極 は そ れ ぞ れ 、 前 記 対
応 す る ピ ク セ ル 内 に 位 置 決 め さ れ 、 前 記 対 応 す る TFTに 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 請 求 項 12
に 記 載 の LCD。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 第 1の 視 角 調 整 デ バ イ ス は 、 さ ら に 、
　 前 記 第 1の 基 板 上 に 配 置 さ れ て い る 複 数 の 走 査 線 お よ び 複 数 の デ ー タ 線 で あ っ て 、 前 記
走 査 線 お よ び 前 記 デ ー タ 線 は 、 複 数 の ピ ク セ ル を 持 つ ピ ク セ ル ア レ イ を 定 め 、 前 記 複 数 の
ピ ク セ ル の 一 部 は 所 定 の ピ ク セ ル ゾ ー ン を 形 成 す る 、 複 数 の 走 査 線 お よ び 複 数 の デ ー タ 線
と 、
　 前 記 第 1の 基 板 上 に 配 置 さ れ て い る 複 数 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ (TFT)で あ っ て 、 前 記 TFTは
そ れ ぞ れ 、 前 記 対 応 す る ピ ク セ ル 内 に 位 置 決 め さ れ 、 前 記 対 応 す る 走 査 線 お よ び 前 記 対 応
す る デ ー タ 線 に 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 、 複 数 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ (TFT)と 、
　 前 記 走 査 線 を 介 し て 前 記 TFTに 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 走 査 線 駆 動 回 路 と 、
　 前 記 デ ー タ 線 を 介 し て 前 記 TFTに 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る デ ー タ 線 駆 動 回 路 と を 備 え 、
　 前 記 第 1の 電 極 は 、 複 数 の ピ ク セ ル 電 極 を 含 み 、 前 記 ピ ク セ ル 電 極 は そ れ ぞ れ 、 前 記 対
応 す る ピ ク セ ル 内 に 位 置 決 め さ れ 、 前 記 対 応 す る TFTに 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 請 求 項 1に
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記 載 の LCD。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 液 晶 の 飽 和 電 圧 (V s a t )を 持 つ 視 角 調 整 デ バ イ ス を 備 え る LCDを 駆 動 す る 方 法 で あ っ て 、
　 広 視 角 モ ー ド 信 号 に 従 っ て 広 視 角 モ ー ド を 実 行 す る た め 、 実 質 的 に 0に 等 し い か 、 ま た
は V s a t よ り も 高 い 第 1の 電 圧 差 を 発 生 す る こ と と 、
　 狭 視 角 モ ー ド 信 号 に 従 っ て 狭 視 角 モ ー ド を 実 行 す る た め 、 実 質 的 に 0.5V s a t よ り も 高 く
、 0.8V s a t よ り も 低 い 第 2の 電 圧 差 を 発 生 す る こ と と を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 第 2の 電 圧 差 は 、 0.7V s a t に 実 質 的 に 等 し い 請 求 項 15に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 さ ら に 、
　 前 記 広 視 角 モ ー ド 信 号 に 従 っ て 前 記 広 視 角 モ ー ド を 実 行 す る た め 、 実 質 的 に 0に 等 し い
か 、 ま た は V s a t よ り も 高 い 第 3の 電 圧 差 を 発 生 す る こ と を 含 む 請 求 項 15に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 さ ら に 、
　 前 記 狭 視 角 モ ー ド 信 号 に 従 っ て 前 記 狭 視 角 モ ー ド を 実 行 す る た め 、 実 質 的 に 0に 等 し い
か 、 ま た は V s a t よ り も 高 い 第 3の 電 圧 差 を 発 生 す る こ と を 含 む 請 求 項 15に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 さ ら に 、
　 前 記 狭 視 角 モ ー ド 信 号 に 従 っ て 前 記 狭 視 角 モ ー ド を 実 行 す る た め 、 実 質 的 に 0.5V s a t よ
り も 高 く 、 0.8V s a t よ り も 低 い 第 3の 電 圧 差 を 発 生 す る こ と を 含 む 請 求 項 15に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 第 3の 電 圧 差 は 、 0.7V s a t に 実 質 的 に 等 し い 請 求 項 19に 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 出 願 は 、 参 照 と し て 本 明 細 書 に 組 み 込 ま れ て い る 、 共 に 2004年 6月 24日 に 出 願 し た 台
湾 特 許 出 願 第 93118355号 お よ び 台 湾 特 許 出 願 第 93140682号 の 優 先 権 を 主 張 す る も の で あ る
。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 発 明 は 、 一 般 に 、 デ ィ ス プ レ イ に 関 す る も の で あ り 、 よ り 具 体 的 に は 、 視 角 調 整 可 能
LCDに 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 放 射 線 が 少 な い 、 小 型 で あ る 、 薄 い と い う 特 徴 を 備 え る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ (LCD)は 、 広
く 人 気 を 得 て い る 。 輝 度 が 高 く 、 視 角 が 広 い と い う 特 徴 か ら 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ (TFT)LCD
は 、 高 レ ベ ル 製 品 の 中 で も 特 に 人 気 が あ る 。 従 来 の TFT LCDは 、 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル
、 上 側 偏 光 器 、 LCDパ ネ ル 、 お よ び 下 側 偏 光 器 を 備 え 、 LCDパ ネ ル は 、 上 側 偏 光 器 と 下 側 偏
光 器 と の 間 に 配 置 さ れ る 。 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル が 下 側 偏 光 器 の 下 に 配 置 さ れ た 場 合 、
上 側 偏 光 器 の 光 透 過 線 と 下 側 偏 光 器 の 光 透 過 線 は 、 互 い に 垂 直 で あ る 。 そ れ に 加 え て 、 LC
Dパ ネ ル は 、 上 側 基 板 、 下 側 基 板 、 お よ び 液 晶 層 を 備 え 、 上 側 基 板 は 、 共 通 電 極 、 カ ラ ー
フ ィ ル タ 、 上 側 配 向 膜 、 お よ び 黒 色 マ ト リ ク ス を 備 え る が 、 下 側 基 板 は 、 多 数 の 走 査 線 、
多 数 の デ ー タ 線 、 多 数 の 蓄 電 コ ン デ ン サ 、 多 数 の TFT、 多 数 の ピ ク セ ル 電 極 、 お よ び 下 側
配 向 膜 を 備 え る 。 そ れ に 加 え て 、 上 側 基 板 と 下 側 基 板 と の 間 の 固 定 さ れ た 間 隔 を 維 持 す る
た め に 仕 切 が 使 用 さ れ 、 液 晶 層 は 、 上 側 基 板 と 下 側 基 板 と の 間 の 固 定 さ れ た 間 隔 の 中 に 密
封 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 科 学 技 術 の 進 歩 と と も に 、 現 代 人 が LCDを 備 え た 電 子 製 品 、 例 え ば 、 携 帯 電 話 、 PDA、 ノ
ー ト ブ ッ ク コ ン ピ ュ ー タ を 公 共 の 場 所 で 使 用 す る 機 会 が 増 え て き て い る 。 一 例 と し て ノ ー
ト ブ ッ ク コ ン ピ ュ ー タ を 取 り あ げ る と 、 ノ ー ト ブ ッ ク コ ン ピ ュ ー タ を 使 用 す る 場 合 、 従 来
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の LCDの 視 角 設 計 で は ユ ー ザ の プ ラ イ バ シ ー を 保 護 す る こ と は で き ず 、 LCDに 表 示 さ れ る フ
レ ー ム は 、 近 く に い る 人 が 斜 視 方 向 か ら 簡 単 に 見 る こ と が で き る 。 現 代 人 の プ ラ イ バ シ ー
に 対 す る ニ ー ズ に 応 え る た め 、 LCD狭 視 角 技 術 が 、 こ う し て 、 注 目 さ れ る に 至 っ た 。 従 来
技 術 で は 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ は 、 特 許 文 献 １ で 開 示 さ れ 、 ま た 本 明 細 書 の 付 属 の 図 面 に 例
示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 1A、 1Bの 両 方 を 参 照 す る と 、 従 来 の LCDが 狭 視 角 モ ー ド の 場 合 の 側 面 と 従 来 の LCDが 広
視 角 モ ー ド の 場 合 の 側 面 が 示 さ れ て い る 。 LCD 10は 、 少 な く と も 、 1つ の LCDパ ネ ル 13お よ
び 高 分 子 分 散 型 液 晶 (PDLC)デ バ イ ス 11を 備 え 、 PDLCデ バ イ ス 11は 、 上 側 ガ ラ ス 板 、 下 側 板
、 液 晶 分 子 お よ び 高 分 子 を 含 む 。 液 晶 分 子 お よ び 高 分 子 は 、 上 側 基 板 と 下 側 基 板 と の 間 に
密 閉 さ れ る 。 図 1Aに 示 さ れ て い る よ う に 、 PDLCデ バ イ ス 11に 電 圧 が 印 加 さ れ る と 、 PDLCデ
バ イ ス 11内 の 液 晶 分 子 の 短 軸 の 屈 折 率 n 0 が 高 分 子 の 屈 折 率 に 等 し く な り 、 PDLCデ バ イ ス 11
を 透 過 状 態 に す る こ と が で き る 。 そ の 一 方 で 、 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル か ら 発 せ ら れ る 平
行 な バ ッ ク ラ イ ト 12aは PDLCデ バ イ ス 11を 通 し て LCDパ ネ ル 13に 直 に 投 射 さ れ 、 LCD 10を 狭
視 角 モ ー ド に で き る 。 つ ま り 、 正 面 か ら LCD 10を 見 る 人 の み が LCDパ ネ ル 13上 に 表 示 さ れ
る フ レ ー ム を 見 る こ と が で き 、 LCD 10を 斜 視 方 向 か ら 見 る 人 は 誰 で も 、 LCDパ ネ ル 13に 表
示 さ れ て い る フ レ ー ム を 見 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 1B に 示 さ れ て い る よ う に 、 PDLCデ バ イ ス 11に 電 圧 が 印 加 さ れ な い と 、 PDLCデ バ イ ス 1
1内 の 液 晶 分 子 の 長 軸 の 屈 折 率 n e が 高 分 子 の 屈 折 率 に 等 し く な く な り 、 PDLCデ バ イ ス 11は
散 乱 状 態 に な る 。 そ の 一 方 で 、 平 行 な バ ッ ク ラ イ ト 12aは 、 PDLCデ バ イ ス 1を 通 過 し た 後 、
非 平 行 バ ッ ク ラ イ ト 12bに な る が 、 非 平 行 バ ッ ク ラ イ ト 12bは LCDパ ネ ル 13に 投 射 さ れ 、 LCD
 10は 広 視 角 モ ー ド に な る 。 つ ま り 、 見 る 人 が LCD 10を 正 面 か ら 見 よ う と 、 斜 視 方 向 か ら
見 よ う と 、 見 る 人 は LCDパ ネ ル 13上 に 表 示 さ れ る フ レ ー ム を 見 る こ と が で き る 。 し た が っ
て 、 ユ ー ザ は 、 PDLCデ バ イ ス 11を 透 過 状 態 と 散 乱 状 態 に 交 互 に 切 り 替 え る こ と に よ り LCD 
10が 広 視 角 モ ー ド ま た は 狭 視 角 モ ー ド で あ る と 判 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 LCD 10に 供 給 さ れ る バ ッ ク ラ イ ト は 、 通 常 、 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル か ら 送 ら れ る 。 し
か し 、 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル の 現 在 の 照 明 技 術 で は 、 ま だ 、 リ ア ル な 平 行 バ ッ ク ラ イ ト
を 実 現 で き な い 。 LCD 10は す で に 図 1Aに 示 さ れ て い る 狭 視 角 モ ー ド に あ る け れ ど も 、 ユ ー
ザ は 、 個 人 プ ラ イ バ シ ー を 実 際 に 保 護 し 、 デ ー タ セ キ ュ リ テ ィ を 保 持 す る こ と は で き な い
。 LCDパ ネ ル 13上 に 投 影 さ れ た バ ッ ク ラ イ ト が 真 の 平 行 バ ッ ク ラ イ ト で な い 場 合 、 近 く に
い る 人 は 、 そ の ま ま 、 LCD 10を 斜 視 方 向 か ら 見 た と き に LCDパ ネ ル 13上 に 表 示 さ れ て い る
フ レ ー ム を 見 る こ と が で き る 。 PDLCデ バ イ ス 11が 散 乱 状 態 の 場 合 、 平 行 バ ッ ク ラ イ ト 12a
の 一 部 が PDLCデ バ イ ス 11に よ り 反 射 さ れ 、 LCD 10の 輝 度 を 大 幅 に 低 減 し 、 LCD 10の 動 作 品
質 に 重 大 な 影 響 を 及 ぼ す こ と に な る 。
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 5877829号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 視 角 調 整 可 能 LCDを 実 現 す る こ と で あ る 。 視 角 調 整 デ バ
イ ス を 組 み 込 む 設 計 に よ り 、 ユ ー ザ は 、 広 視 角 モ ー ド ま た は 狭 視 角 モ ー ド を 切 り 替 え る こ
と に よ り LCDの 視 角 を 調 整 す る こ と が で き 、 そ れ に よ り 、 個 人 プ ラ イ バ シ ー を 保 護 し 、 デ
ー タ セ キ ュ リ テ ィ を 保 持 す る だ け で な く 、 LCDの 実 用 性 を 大 幅 に 高 め る こ と も で き る 。 そ
れ だ け で な く 、 ユ ー ザ が LCDの 視 角 モ ー ド を 切 り 替 え た と き に 、 LCDの コ ン ト ラ ス ト お よ び
輝 度 が 変 化 せ ず 、 ユ ー ザ が 正 面 か ら LCDを 見 て も 、 コ ン ト ラ ス ト お よ び 輝 度 の 変 化 に 気 づ
く こ と は な く 、 ま た LCDの 動 作 品 質 も 維 持 で き る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 で は 、 LCDを 提 供 す る こ と に よ り 上 記 の 目 的 を 達 成 す る 。 LCDは 、 バ ッ ク ラ イ ト モ
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ジ ュ ー ル 、 第 1の 偏 光 器 、 第 2の 偏 光 器 、 LCDパ ネ ル 、 お よ び 視 角 調 整 デ バ イ ス を 備 え る 。
第 1の 偏 光 器 お よ び 第 2の 偏 光 器 は 、 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル 上 に 配 置 さ れ る 。 LCDパ ネ ル
と 視 角 調 整 デ バ イ ス は 、 第 1の 偏 光 器 と 第 2の 偏 光 器 と の 間 に 配 置 さ れ る 。 視 角 調 整 デ バ イ
ス は 、 光 を 透 過 で き る 第 1の 基 板 、 光 を 透 過 で き る 第 1の 電 極 、 第 1の 配 向 膜 、 液 晶 層 、 第 2
の 配 向 膜 、 光 を 透 過 で き る 第 2の 電 極 、 お よ び 光 を 透 過 で き る 第 2の 基 板 を 備 え る 。 第 1の
電 極 は 、 第 1の 基 板 上 に 配 置 さ れ る 。 第 1の 配 向 膜 は 、 第 1の 電 極 上 に 配 置 さ れ る 。 液 晶 層
は 、 第 1の 配 向 膜 上 に 配 置 さ れ る 。 第 2の 配 向 膜 は 、 液 晶 層 上 に 配 置 さ れ る 。 第 2の 電 極 は
、 液 晶 層 上 に 配 置 さ れ る 。 第 2の 配 向 膜 は 、 第 2の 電 極 の 底 面 に 配 置 さ れ る 。 第 2の 基 板 は
、 液 晶 層 上 に 配 置 さ れ る 。 第 1の 液 晶 層 は 、 第 1の 基 板 と 第 2の 基 板 と の 間 に 密 封 さ れ る 。
第 2の 電 極 は 、 第 2の 基 板 の 底 面 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 液 晶 の 飽 和 電 圧 (V s a t )を 持 つ 少 な く と も 1つ の 視 角 調 整 デ バ イ ス を 備 え る LCD
を 駆 動 す る 方 法 を 実 現 す る こ と に よ り 上 記 の 目 的 を 達 成 す る 。 ま ず 、 広 視 角 モ ー ド 信 号 に
従 っ て 広 視 角 モ ー ド を 実 行 す る た め 、 第 1の 電 圧 差 を 発 生 す る 。 第 1の 電 圧 差 は 、 実 質 的 に
約 0に 等 し い か 、 ま た は V s a t よ り も 高 い 。 次 に 、 狭 視 角 モ ー ド 信 号 に 従 っ て 狭 視 角 モ ー ド
を 実 行 す る た め 、 第 2の 電 圧 差 を 発 生 す る 。 第 2の 電 圧 差 は 、 約 0.5V s a t よ り も 高 く 、 約 0.8
V s a t よ り も 低 い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 他 の 目 的 、 特 徴 、 お よ び 利 点 は 、 限 定 は し な い が 好 ま し い 実 施 形 態 の 詳 細 な 説
明 か ら 明 ら か に な る で あ ろ う 。 以 下 の 説 明 は 、 付 属 の 図 面 を 参 照 し つ つ 行 わ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
［ 第 1の 好 ま し い 実 施 形 態 ］
　 図 2を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 第 1の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ る 調 整 可 能 視 角 を 持 つ LCDの 側
面 図 が 示 さ れ て い る 。 図 2で は 、 LCD 20は 、 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル 21、 第 1の 偏 光 器 22、
LCDパ ネ ル 23、 視 角 調 整 デ バ イ ス 24、 お よ び 第 2の 偏 光 器 25を 備 え る 。 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ
ー ル 21は 発 光 面 21aを 備 え る が 、 第 1の 偏 光 器 22は 互 い に 対 応 す る 第 1の 表 面 22aお よ び 第 2
の 表 面 22bを 備 え る 。 LCDパ ネ ル 23は 、 互 い に 対 応 す る 第 3の 表 面 23aお よ び 第 4の 表 面 23bを
備 え る が 、 第 2の 偏 光 器 25は 、 互 い に 対 応 す る 第 5の 表 面 25aお よ び 第 6の 表 面 25bを 備 え る
。 第 1の 偏 光 器 22は 、 発 光 面 21a上 に 配 置 さ れ 、 第 1の 表 面 22aは 発 光 面 21aと 向 か い 合 い 、 L
CDパ ネ ル 23は 、 第 2の 表 面 22b上 に 配 置 さ れ 、 第 3の 表 面 23aは 第 2の 表 面 22bと 向 か い 合 う 。
第 2の 偏 光 器 25は 、 第 4の 表 面 23b上 に 配 置 さ れ 、 第 5の 表 面 25aは 第 4の 表 面 23bと 向 か い 合
い 、 視 角 調 整 デ バ イ ス 24は 、 第 2の 偏 光 器 25と LCDパ ネ ル 23の 間 に 配 置 さ れ る 。 そ れ だ け で
な く 、 第 1の 偏 光 器 22は 、 第 1の 光 透 過 軸 を 備 え 、 第 2の 偏 光 器 25は 、 第 2の 光 透 過 軸 を 備 え
る 。 第 1の 光 透 過 軸 の 延 長 方 向 22cは 、 第 2の 光 透 過 軸 の 延 長 方 向 25cに 垂 直 で あ る 。 そ れ だ
け で な く 、 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル 21は 、 LCDパ ネ ル 23に バ ッ ク ラ イ ト を 供 給 し 、 こ れ に
よ り 、 見 る 人 は 第 6の 表 面 25bか ら LCDパ ネ ル 23上 に 表 示 さ れ て い る フ レ ー ム を 見 る こ と が
で き る 。 そ れ に 加 え て 、 LCDパ ネ ル 23は 、 主 に 、 フ レ ー ム の 表 示 用 で あ る が 、 視 角 調 整 デ
バ イ ス 24は 、 LCDパ ネ ル 23を 通 過 す る 光 の 偏 光 状 態 を 保 持 ま た は 変 更 し 、 LCD 20が 広 視 角
モ ー ド ま た は 狭 視 角 モ ー ド で あ る か を 判 別 す る た め に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 3Aに 示 さ れ て い る よ う に 、 視 角 調 整 デ バ イ ス 24は 、 第 1の 基 板 27、 第 2の 基 板 28、 第 1
の 電 極 29a、 第 2の 電 極 29b、 第 1の 配 向 膜 30a、 第 2の 配 向 膜 30b、 お よ び 液 晶 層 31を 備 え る
。 第 1の 基 板 27、 第 2の 基 板 28、 第 1の 電 極 29a、 お よ び 第 2の 電 極 29bは 、 透 明 で あ っ て よ い
。 第 1の 基 板 27は 、 互 い に 対 応 す る 第 1の 基 板 面 27aお よ び 第 2の 基 板 面 27bを 備 え る 。 第 2の
基 板 面 27bは 、 図 2の 第 4の 表 面 23bに 面 し て お り 、 図 2の 視 角 調 整 デ バ イ ス 24は 、 第 4の 表 面
23b上 の 配 置 さ れ 、 第 2の 基 板 面 27bは 第 4の 表 面 23bに 面 し て い る 。 第 1の 電 極 29aは 、 第 1の
基 板 面 27a上 に 配 置 さ れ 、 第 1の 配 向 膜 30aは 、 第 1の 電 極 29a上 に 配 置 さ れ 、 第 1の 光 透 過 軸
の 延 長 方 向 22cに 平 行 ま た は 垂 直 な 第 1の ラ ビ ン グ 方 向 32aを 持 つ 。 こ の 好 ま し い 実 施 形 態
で は 、 第 1の ラ ビ ン グ 方 向 32aは 、 第 1の 光 透 過 軸 の 延 長 方 向 22cに 平 行 で あ る 。 第 2の 基 板 2
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8は 、 互 い に 対 応 す る 第 3の 基 板 面 28aお よ び 第 4の 基 板 面 28bを 備 え る 。 第 3の 基 板 面 28aお
よ び 第 4の 基 板 面 28bは 、 そ れ ぞ れ 、 図 2の 第 2の 偏 光 器 25の 第 1の 基 板 面 27aお よ び 第 5の 表
面 25aに 面 す る 。 図 2の 第 2の 偏 光 器 25は 、 第 4の 基 板 面 28b上 に 配 置 さ れ 、 第 5の 表 面 25aは
第 4の 基 板 面 28bに 面 す る 。 第 2の 電 極 29bは 、 第 3の 基 板 面 28a上 に 配 置 さ れ 、 第 2の 配 向 膜 3
0bは 、 第 2の 電 極 29b上 に 配 置 さ れ 、 第 1の ラ ビ ン グ 方 向 32aと 反 対 の 第 2の ラ ビ ン グ 方 向 32b
を 持 つ 。 液 晶 (LC)層 31は 、 第 1の 基 板 27と 第 2の 基 板 28と の 間 に 密 封 さ れ 、 第 1の 配 向 膜 30a
と 第 2の 配 向 膜 30bと の 間 に 置 か れ る 。 液 晶 層 31は 、 多 数 の 液 晶 (LC)分 子 31aを 含 む 。 液 晶
層 31の 厚 さ は dと 仮 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 液 晶 層 31の 液 晶 分 子 31aは 、 例 え ば 、 垂 直 配 向 (VA)型 で 配
列 す る こ と が で き る 。 そ れ に 加 え て 、 第 1の 基 板 27お よ び 第 2の 基 板 28は 、 ガ ラ ス ま た は プ
ラ ス チ ッ ク で 作 る こ と が で き る 。 第 1の 電 極 29aお よ び 第 2の 電 極 29bは 、 イ ン ジ ウ ム ス ズ 酸
化 物 (ITO)ま た は イ ン ジ ウ ム 亜 鉛 酸 化 物 (IZO)で 作 る こ と が で き る 。 第 1の 配 向 膜 30aお よ び
第 2の 配 向 膜 30bは 、 ポ リ イ ミ ド (PI)で 作 る こ と が で き る 。 そ れ に 加 え て 、 LCDパ ネ ル 23は
、 上 側 基 板 、 下 側 基 板 、 お よ び 液 晶 層 を 備 え る 。 上 側 基 板 は 、 1つ の 共 通 電 極 、 1つ の 黒 色
マ ト リ ク ス 、 お よ び 1つ の 上 側 配 向 膜 を 備 え る 。 下 側 基 板 は 、 多 数 の 走 査 線 、 多 数 の デ ー
タ 線 、 多 数 の 蓄 電 コ ン デ ン サ 、 多 数 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ (TFT)、 多 数 の ピ ク セ ル 電 極 、 お
よ び 下 側 配 向 膜 を 備 え る 。 そ れ に 加 え て 、 上 側 基 板 お よ び 下 側 基 板 は 、 ス ペ ー サ お よ び シ
ー リ ン グ 材 を 使 っ て 上 側 基 板 と 下 側 基 板 と の 間 に 密 封 さ れ る 液 晶 層 の 仕 切 り に よ り 分 離 さ
れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 3Bに 示 さ れ て い る よ う に 、 こ の 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 第 1の 配 向 膜 30aの 第 1の ラ ビ
ン グ 方 向 32aが 90度 の 方 位 角 か ら 270度 の 方 位 角 ま で シ フ ト す る 場 合 、 第 2の ラ ビ ン グ 方 向 3
2bは 、 270度 の 方 位 角 か ら 90度 の 方 位 角 に シ フ ト す る 。 そ れ に 加 え て 、 図 2の 第 1の 偏 光 器 2
2の 第 1の 光 透 過 軸 の 延 長 方 向 22cは 、 90度 の 方 位 角 か ら 270度 の 方 位 角 に シ フ ト す る か 、 ま
た は 270度 の 方 位 角 か ら 90度 の 方 位 角 に シ フ ト す る 。 そ れ に 加 え て 、 図 2の 第 2の 偏 光 器 24
の 第 2の 光 透 過 軸 の 延 長 方 向 25cは 、 0度 の 方 位 角 か ら 180度 の 方 位 角 に 延 び る か 、 ま た は 18
0度 の 方 位 角 か ら 0度 の 方 位 角 に 延 び る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 3Aに 示 さ れ て い る よ う に 、 第 1の 電 極 29aと 第 2の 電 極 29bの 間 に 電 圧 が 印 加 さ れ な い 場
合 、 液 晶 層 31の 液 晶 分 子 31aが 揃 い 、 垂 直 状 態 を 形 成 す る 、 つ ま り 、 液 晶 分 子 31aの 長 軸 は
第 1の 配 向 膜 30aの 表 面 に 対 し 垂 直 に な る 。 見 る 人 が 正 面 か ら LCD 20を 見 た 場 合 、 見 る 人 か
ら 見 え る 光 に 対 応 す る 液 晶 分 子 31aの 長 軸 と 短 軸 と の 屈 折 率 の 差 Δ nは 、 0に 等 し い 。 見 る
人 が 正 面 か ら LCD 20を 見 た 場 合 に 視 角 調 整 デ バ イ ス 24に よ り 与 え ら れ る 遅 延 Δ ndも 0に 等
し い 。 そ の 一 方 で 、 視 角 調 整 デ バ イ ス 24は 、 LCDパ ネ ル 23を 通 過 す る 光 の 偏 光 状 態 を 変 化
さ せ な い 、 つ ま り 、 LCDパ ネ ル 23上 に 表 示 さ れ る フ レ ー ム の コ ン ト ラ ス ト お よ び 輝 度 は 変
化 せ ず 、 見 る 人 は 、 正 面 か ら LCD 20を 見 た と き に LCDパ ネ ル 23上 に 表 示 さ れ る フ レ ー ム を
見 る こ と が で き る 。 見 る 人 が 図 3Bの 0度 、 90度 、 180度 、 ま た は 270度 の 方 位 角 か ら 観 察 角
θ の 斜 視 方 向 で LCD 20を 見 た 場 合 に 、 Δ nは 0に 等 し い た め 、 Δ ndも 0に 等 し い 。 そ の 一 方
で 、 視 角 調 整 デ バ イ ス 24は 、 LCDパ ネ ル 23を 通 過 す る 光 の 偏 光 状 態 を 変 え ず 、 見 る 人 は 、 L
CD 20を 斜 視 方 向 か ら 見 た と き に LCDパ ネ ル 23上 に 表 示 さ れ る フ レ ー ム を 見 る こ と が で き る
。 し た が っ て 、 図 3Aの 第 1の 電 極 29aと 第 2の 電 極 29bと の 間 に 電 圧 が 印 加 さ れ な い 場 合 、 LC
D 20は 、 広 視 角 モ ー ド 信 号 に 従 っ て 第 1の 広 視 角 モ ー ド に 入 っ て お り 、 見 る 人 は 、 LCD 20
を 正 面 か ら 見 よ う と 、 斜 視 方 向 か ら 見 よ う と 、 関 係 な く 、 LCD 20上 に 表 示 さ れ る フ レ ー ム
を 見 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 4Aに 示 さ れ て い る よ う に 、 第 1の 電 圧 V1が 第 1の 電 極 29aと 第 2の 電 極 29bの 間 に 印 加 さ
れ た 場 合 、 つ ま り 、 第 1の 電 極 29aと 第 2の 電 極 29bと の 間 の 第 1の 電 圧 差 が 与 え ら れ た 場 合
、 液 晶 層 31の 液 晶 分 子 31aは 90度 の 方 位 角 に 向 か っ て 第 1の ラ ビ ン グ 方 向 32aに そ っ て 傾 斜
す る 、 つ ま り 、 液 晶 分 子 31aの 長 軸 と 第 1の 配 向 膜 30aの 表 面 は 鋭 角 を な し 、 揃 え ら れ 図 4B
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に 示 さ れ て い る よ う に 傾 斜 状 態 を 形 成 す る 。 見 る 人 が 正 面 か ら LCD 20を 見 た 場 合 、 見 る 人
か ら 見 え る 光 に 対 応 す る 液 晶 分 子 31 aの 長 軸 と 短 軸 と の 屈 折 率 の 差 Δ nは 、 0に 等 し い 。 視
角 調 整 デ バ イ ス 24に よ り 与 え ら れ る 遅 延 Δ ndも 0に 等 し い 。 そ の 一 方 で 、 図 4Aの 視 角 調 整
デ バ イ ス 24は 、 図 2の LCDパ ネ ル 23を 通 過 す る 光 の 偏 光 状 態 を 変 化 さ せ な い 、 つ ま り 、 LCD
パ ネ ル 23上 に 表 示 さ れ る フ レ ー ム の コ ン ト ラ ス ト お よ び 輝 度 は 変 化 せ ず 、 見 る 人 は 、 正 面
か ら LCD 20を 見 た と き に LCDパ ネ ル 23上 に 表 示 さ れ る フ レ ー ム を 見 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 見 る 人 が 図 3Bで 90度 ま た は 270度 の 方 位 角 か ら 観 察 角 度 θ の 斜 視 方 向 か ら LCD 20を 見 た
場 合 、 Δ nは 0に 等 し い た め 、 90度 ま た は 270度 の 方 位 角 で 斜 視 方 向 か ら LCD 20を 見 た 場 合
に LCDパ ネ ル 23上 に 表 示 さ れ る フ レ ー ム を 見 る こ と が で き る 。 し か し 、 見 る 人 が 図 3Bの 0度
ま た は 180度 の 方 位 角 か ら 観 察 角 θ の 斜 視 方 向 で LCD 20を 見 た 場 合 に 、 Δ nは 0に 等 し く な
い た め 、 Δ ndも 0に 等 し く な い 。 そ の 一 方 で 、 視 角 調 整 デ バ イ ス 24は 、 LCDパ ネ ル 23を 通 過
す る 光 の 偏 光 状 態 を 変 化 さ せ る の で 、 見 る 人 は 、 LCD 20を 0度 ま た は 180度 の 方 位 角 の 斜 視
方 向 か ら 見 た と き に LCDパ ネ ル 23上 に 表 示 さ れ る フ レ ー ム を 見 る こ と が で き な い 。 し た が
っ て 、 第 1の 電 圧 V1が 図 4Aの 第 1の 電 極 29aと 第 2の 電 極 29bの 間 に 印 加 さ れ る と 、 LCD 20は
狭 視 角 モ ー ド 信 号 に 従 っ て 狭 視 角 モ ー ド に な る 。 LCD 20を 正 面 か ら 見 る 人 と LCD 20を 90度
お よ び 270度 の 方 位 角 の 斜 視 方 向 か ら 見 る 人 に つ い て は 、 LCD 20を 0度 お よ び 180度 の 方 位
角 の 斜 視 方 向 か ら 見 る 人 は 、 LCD 20上 に 表 示 さ れ る フ レ ー ム を 見 て 狭 視 角 の 目 的 を 達 成 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 5Aに 示 さ れ て い る よ う に 、 第 2の 電 圧 V2が 第 1の 電 極 29aと 第 2の 電 極 29bの 間 に 印 加 さ
れ た 場 合 、 つ ま り 、 第 1の 電 極 29aと 第 2の 電 極 29bと の 間 の 第 2の 電 圧 差 が 与 え ら れ た 場 合
、 液 晶 層 31の 液 晶 分 子 31aは 、 90度 の 方 位 角 に 向 か う 第 1の ラ ビ ン グ 方 向 32aに そ っ て 寝 る
形 に な る 。 つ ま り 、 液 晶 分 子 31aの 長 軸 は 、 第 1の 配 向 膜 30aの 表 面 に 平 行 に な っ て 揃 い 図 5
Bに 示 さ れ て い る よ う に 平 坦 状 態 を 形 成 す る 。 液 晶 層 31の 光 透 過 率 が 高 く な る 場 合 、 第 1の
電 極 29aと 第 2の 電 極 29bと の 間 に 印 加 さ れ る 電 圧 は 、 液 晶 層 31の 飽 和 電 圧 V s a t と し て 定 め
ら れ る 。 V2は V s a t よ り も 大 き い 。 V1は 実 質 的 に 約 0.5V s a t ～ 0.8V s a t に 等 し い 。 完 全 に は 、
V1は 0.7V s a t に 等 し い 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 V1お よ び V2は 、 そ れ ぞ れ 、 2.5Vお よ び 5Vで あ
る 。 見 る 人 が 正 面 か ら LCD 20を 見 た 場 合 、 Δ nは 0に 等 し い の で 、 見 る 人 は 、 正 面 か ら LCD 
20を 見 る こ と に よ り LCDパ ネ ル 23上 に 表 示 さ れ る フ レ ー ム を 見 る こ と が で き る 。 見 る 人 は
、 観 察 角 度 θ で 図 5Bの 0度 、 90度 、 180度 、 ま た は 270度 の 方 位 角 か ら 斜 視 方 向 に LCD 20を
見 る が 、 Δ nは 0に 等 し い た め 、 見 る 人 は 、 斜 視 方 向 で LCD 20を 見 た 場 合 に LCDパ ネ ル 23上
に 表 示 さ れ る フ レ ー ム を 見 る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 図 5Aの 第 1の 電 極 29aと 第 2の 電
極 29bと の 間 に 第 2の 電 圧 V2が 印 加 さ れ た 場 合 、 LCD 20は 、 広 視 角 モ ー ド 信 号 に 従 っ て 第 2
の 広 視 角 モ ー ド に 入 り 、 見 る 人 は 、 LCD 20を 正 面 か ら 見 よ う と 、 斜 視 方 向 か ら 見 よ う と 関
係 な く 、 LCD 20上 に 表 示 さ れ る フ レ ー ム を 見 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 電 界 の 変 化 を 受 け る 液 晶 層 31の 液 晶 分 子 31aの 配 向 特 性 が 本 発 明 の 実 施 形 態 の 前 記 の 説
明 の 中 で 言 及 さ れ て い る が 、 他 の 種 類 の 液 晶 も 、 電 界 の 変 化 を 受 け る 異 な る 配 向 特 性 を 持
つ 。 例 え ば 、 第 1の 電 極 29aと 第 2の 電 極 29bと の 間 に 電 圧 が 印 加 さ れ な い 場 合 、 LC層 の LC分
子 は 平 坦 状 態 に 配 列 さ れ る 。 そ の た め 、 LCDは 広 視 角 モ ー ド 信 号 に 従 っ て 第 1の 広 視 角 モ ー
ド と な る 。 第 1の 電 極 29aと 第 2の 電 極 29bと の 間 に 第 5の 電 圧 が 印 加 さ れ た 場 合 、 LC層 の LC
分 子 は 第 1の ラ ビ ン グ 方 向 32aに そ っ て 傾 斜 状 態 に 配 列 さ れ る 。 そ の た め 、 LCDは 狭 視 角 モ
ー ド 信 号 に 従 っ て 狭 視 角 モ ー ド と な る 。 第 1の 電 極 29aと 第 2の 電 極 29bと の 間 に 第 6の 電 圧
が 印 加 さ れ た 場 合 、 LC層 の LC分 子 は 垂 直 状 態 に 配 列 さ れ る 。 そ の た め 、 LCDは 第 2の 広 視 角
モ ー ド に な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 6Aお よ び 図 6Bを 参 照 す る 。 図 6Aは 、 図 2の LCDが 第 1の 広 視 角 モ ー ド の 場 合 の 等 コ ン ト
ラ ス ト 図 で あ る 。 図 6Bは 、 図 2の LCDが 狭 視 角 モ ー ド の 場 合 の 等 コ ン ト ラ ス ト 図 で あ る 。 図
6A～ 6Bで は 、 こ の 等 コ ン ト ラ ス ト 線 は 、 コ ン ト ラ ス ト 値 10を 表 す 1番 外 側 の 円 か ら 2000、 1
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000、 500、 100、 50、 20、 お よ び 10の コ ン ト ラ ス ト 値 を 表 す 多 数 の 同 心 円 で あ る 。 そ れ に
加 え て 、 視 角 は 、 コ ン ト ラ ス ト 値 が 10に 等 し い 場 合 の 観 察 角 と し て 定 義 さ れ る 。 図 6Aで 、
10に 等 し い コ ン ト ラ ス ト 値 が 標 準 と し て 設 定 さ れ て い る 場 合 、 第 1の 広 視 角 モ ー ド の LCD 2
0の 0度 、 90度 、 180度 、 お よ び 270度 の 方 位 角 で の す べ て の 視 角 は 80度 よ り も 大 き い 。 図 6B
の 狭 視 角 モ ー ド 信 号 に よ る 狭 視 角 モ ー ド の LCD 20の 方 位 角 90度 お よ び 270度 で 観 察 さ れ た
視 角 と 図 6Aの 広 視 角 モ ー ド 信 号 に よ る 第 1の 広 視 角 モ ー ド の LCD 20の 方 位 角 90度 お よ び 270
度 で 観 察 さ れ た 視 角 と の 間 に は ご く わ ず か し か 差 が な い が 、 第 1の 広 視 角 モ ー ド の LCD 20
の 0度 お よ び 180度 の 方 位 角 で 観 察 さ れ た 視 角 は 、 80度 か ら 18度 に 減 少 す る 。 そ れ に 加 え て
、 見 る 人 が 正 面 か ら LCD 20を 見 た 場 合 、 第 1の 広 視 角 モ ー ド の LCD 20の コ ン ト ラ ス ト は 、
狭 視 角 モ ー ド の LCD 20の コ ン ト ラ ス ト と ほ と ん ど 同 じ で あ る 。 つ ま り 、 視 角 モ ー ド が 何 で
あ れ 、 LCD 20は 、 見 る 人 に よ り 正 面 か ら 見 ら れ る LCD 20上 に 表 示 さ れ る フ レ ー ム の コ ン ト
ラ ス ト お よ び 輝 度 を 変 え な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 7A、 7Bを 参 照 す る 。 図 7Aは 、 LCDパ ネ ル の 駆 動 電 圧 (V)と LCDが 広 視 角 モ ー ド 信 号 に 従
っ て 第 1の 広 視 角 モ ー ド の と き に 見 る 人 に よ り 正 面 か ら 観 察 さ れ る 調 整 可 能 視 角 を 持 つ LCD
の 光 透 過 率 (T)と の 関 係 を 示 す 矩 形 座 標 図 で あ る 。 図 7Bは 、 LCDパ ネ ル の 駆 動 電 圧 (V)と LCD
が 狭 視 角 モ ー ド の と き に 見 る 人 に よ り 正 面 か ら 観 察 さ れ る 調 整 可 能 視 角 を 持 つ LCDの 光 透
過 率 (T)と の 関 係 を 示 す 矩 形 座 標 図 で あ る 。 図 7Aお よ び 図 7Bで は 、 見 る 人 が 正 面 か ら LCD 2
0を 見 た 場 合 、 第 1の 広 視 角 モ ー ド お よ び 狭 視 角 モ ー ド で 観 察 さ れ た V-T曲 線 は 、 同 じ で あ
る 。 つ ま り 、 視 角 モ ー ド が 何 で あ れ 、 LCD 20は 、 見 る 人 が 正 面 か ら LCDを 見 た と き に LCD 2
0上 に 表 示 さ れ る フ レ ー ム を 変 化 さ せ な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 8A、 8Bを 参 照 す る 。 図 8Aは 、 LCDパ ネ ル の 駆 動 電 圧 (V)と LCDが 広 視 角 モ ー ド 信 号 に 従
っ て 第 1の 広 視 角 モ ー ド の と き に 見 る 人 に よ り 斜 視 方 向 か ら 観 察 さ れ る 調 整 可 能 視 角 を 持
つ LCDの 光 透 過 率 (T)と の 関 係 を 示 す 矩 形 座 標 図 で あ る 。 図 8Bは 、 LCDパ ネ ル の 駆 動 電 圧 (V)
と LCDが 狭 視 角 モ ー ド の と き に 見 る 人 に よ り 斜 視 方 向 か ら 観 察 さ れ る 調 整 可 能 視 角 を 持 つ L
CDの 光 透 過 率 (T)と の 関 係 を 示 す 矩 形 座 標 図 で あ る 。 図 8A、 8Bで は 、 観 察 角 度 θ が 40度 に
等 し い 場 合 、 見 る 人 は LCD 20を 40度 の 観 察 角 度 か ら 斜 視 方 向 に 見 る 。 図 8Aに 示 さ れ て い る
よ う に 、 見 る 人 が LCD 20を 0度 、 90度 、 180度 、 お よ び 270度 の 方 位 角 か ら 斜 視 方 向 に 見 る
場 合 、 LCD 20が 0度 、 90度 、 180度 、 お よ び 270度 の 方 位 角 に 対 応 す る 場 合 に 得 ら れ る V-T曲
線 は 、 そ れ ぞ れ 、 ほ と ん ど 同 じ で あ る 。 図 8Bに 示 さ れ て い る よ う に 、 見 る 人 が LCD 20を 0
度 、 90度 、 180度 、 お よ び 270度 の 方 位 角 か ら 斜 視 方 向 に 見 る 場 合 、 90度 お よ び 270度 の 方
位 角 に 対 応 す る V-T曲 線 は 、 0度 お よ び 180度 の 方 位 角 に 対 応 す る V-T曲 線 と ほ と ん ど 同 じ で
あ る 。 し か し 、 0度 お よ び 180度 の 方 位 角 に 対 応 す る V-T曲 線 は 、 ほ と ん ど 平 坦 で あ る 。 つ
ま り 、 LCD 20が 0度 お よ び 180度 の 方 位 角 に 対 応 す る 場 合 の 光 透 過 率 は 、 LCDパ ネ ル 23に 印
加 さ れ る 駆 動 電 圧 が 高 く な っ て も 、 そ れ に 応 じ て 上 昇 し え ず 、 し た が っ て 、 見 る 人 は 、 0
度 お よ び 180度 の 方 位 角 か ら LCDパ ネ ル 23上 に 表 示 さ れ る フ レ ー ム を 見 る こ と は で き な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 見 る 人 が LCD 20を 正 面 か ら 見 た 場 合 、 LCD 20が 広 視 角 モ ー ド 信 号 に 従 っ て 広 視 角 モ ー ド
で あ ろ う と 、 狭 視 角 モ ー ド 信 号 に 従 っ て 狭 視 角 モ ー ド で あ ろ う と 、 見 る 人 が 見 る LCD 20上
に 表 示 さ れ る フ レ ー ム は ほ と ん ど 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 見 る 人 が LCD 20を 観 察 角 度 か ら 広 視 角 モ ー ド で 見 た 場 合 、 見 る 人 は 、 LCD 20上 に 表 示 さ
れ る フ レ ー ム を 見 る こ と が で き る 。 見 る 人 が LCD 20を 観 察 角 度 か ら 狭 視 角 モ ー ド で 見 た 場
合 、 見 る 人 は 、 LCD 20上 に 表 示 さ れ る フ レ ー ム を 見 る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 記 の 開 示 か ら 、 こ の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ る 視 角 調 整 デ バ イ ス の 設 計 を 利 用 す る こ と
に よ り 、 ユ ー ザ は 、 LCDの 視 角 モ ー ド を 広 視 角 モ ー ド お よ び 狭 視 角 モ ー ド に 切 り 替 え る 方
法 で 、 LCDの 視 角 を 調 整 し 、 デ ー タ セ キ ュ リ テ ィ を 保 護 す る 目 的 を 達 成 し 、 LCDの 実 用 性 を
大 幅 に 高 め る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ２ ７ 】
　 当 業 者 で あ れ ば 、 本 発 明 の 実 施 形 態 の 技 術 は 上 記 に 限 定 さ れ な い こ と が わ か る 。 例 え ば
、 本 発 明 は 、 液 晶 の 飽 和 電 圧 V s a t を 持 つ 少 な く と も 1つ の 視 角 調 整 デ バ イ ス を 備 え る LCDを
駆 動 す る 方 法 を 実 現 す る 。 図 8Cを 参 照 す る と 、 視 角 調 整 デ バ イ ス で LCDを 駆 動 す る 方 法 の
流 れ 図 が 示 さ れ て い る 。 ス テ ッ プ 802で 、 広 視 角 モ ー ド は 、 広 視 角 モ ー ド 信 号 に 従 っ て 実
行 さ れ る 。 視 角 調 整 デ バ イ ス は 、 第 1の 電 圧 差 を 発 生 す る 、 つ ま り 、 第 1の 電 圧 差 が 液 晶 層
の 間 に 印 加 さ れ る 。 言 い 換 え れ ば 、 広 視 角 モ ー ド 信 号 に 従 っ て 広 視 角 モ ー ド を 実 行 す る た
め 、 第 1の 電 圧 差 を 発 生 す る と い う こ と で あ る 。 第 1の 電 圧 差 は 、 実 質 的 に 0に 等 し い か 、
ま た は V s a t よ り も 高 い 。 ス テ ッ プ 804で 、 狭 視 角 モ ー ド 信 号 は 、 狭 視 角 モ ー ド 信 号 に 従 っ
て 実 行 さ れ る 。 視 角 調 整 デ バ イ ス は 、 第 2の 電 圧 差 を 発 生 す る 。 言 い 換 え れ ば 、 狭 視 角 モ
ー ド 信 号 に 従 っ て 狭 視 角 モ ー ド を 実 行 す る た め 、 第 2の 電 圧 差 を 発 生 す る と い う こ と で あ
る 。 第 2の 電 圧 差 は 、 約 0.5V s a t よ り も 高 く 、 約 0.8V s a t よ り も 低 い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
［ 第 2の 好 ま し い 実 施 形 態 ］
　 図 9を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 第 2の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ る 調 整 可 能 視 角 を 持 つ LCDの 側
面 図 が 示 さ れ て い る 。 こ の 好 ま し い 実 施 形 態 の LCD 40と 、 第 1の 好 ま し い 実 施 形 態 の LCD 2
0と は 、 前 者 が 第 1の 補 償 膜 41aお よ び 第 2の 補 償 膜 41bを さ ら に 備 え る と い う 点 で 異 な る 。
残 り の 同 じ 構 成 要 素 に 関 し て は 、 同 じ 参 照 符 号 が 使 用 さ れ る が 、 詳 細 に つ い て は こ こ で 繰
り 返 さ な い 。 図 9で は 、 第 1の 補 償 膜 41aは 、 第 1の 偏 光 器 22と LCDパ ネ ル 23と の 間 に 配 置 さ
れ 、 第 2の 補 償 膜 41bは 、 第 2の 偏 光 器 25と 視 角 調 整 デ バ イ ス 24と の 間 に 配 置 さ れ る 。 第 1の
補 償 膜 41aお よ び 第 2の 補 償 膜 41bは 、 第 1の 偏 光 器 22お よ び 第 2の 偏 向 器 24の 暗 状 態 で の 漏
光 お よ び 見 る 人 が 斜 視 方 向 で 見 た と き の 液 晶 の 暗 状 態 の 漏 光 を 補 償 す る た め の も の で あ る
。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 10A、 10Bを 参 照 す る 。 図 10Aは 、 図 9の LCDが 第 1の 広 視 角 モ ー ド の 場 合 の 等 コ ン ト ラ ス
ト 図 で あ り 、 図 10Bは 、 図 9の LCDが 狭 視 角 モ ー ド の 場 合 の 等 コ ン ト ラ ス ト 図 で あ る 。 図 10A
と 図 6Aと 比 較 す る と 、 LCD 40は LCD 20に は な い 第 1の 補 償 膜 41aお よ び 第 2の 補 償 膜 41bを 持
つ た め 、 LCD 40の 視 角 は 広 く 、 ま た フ レ ー ム の コ ン ト ラ ス ト も 輝 度 も LCD 20よ り も 優 れ て
い る 。 図 10Bと 図 6Bを 比 較 す る と 、 LCD 40は 、 LCD 20に は な い 第 1の 補 償 膜 41aお よ び 第 2の
補 償 膜 41bを 持 つ た め 、 LCD 40の 方 位 角 0度 お よ び 180度 で の 視 角 は 、 LCD 20の 方 位 角 0度 お
よ び 180度 で の 視 角 よ り も 広 い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
［ 第 3の 好 ま し い 実 施 形 態 ］
　 図 11を 参 照 す る と 、 こ の 第 3の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ る 調 整 可 能 視 角 を 持 つ LCDの 側 面 図
が 示 さ れ て い る 。 こ の 好 ま し い 実 施 形 態 の LCD 50と 第 1の 好 ま し い 実 施 形 態 の LCD 20と は
、 LCDパ ネ ル 23が 視 角 調 整 デ バ イ ス 24と 第 2の 偏 光 器 25と の 間 に 置 か れ て い る と い う 点 で 異
な る 。 視 角 調 整 デ バ イ ス 24は 、 第 2の 表 面 22b上 に 配 置 さ れ 、 第 2の 基 板 面 27bは 第 1の 偏 光
器 22の 第 2の 表 面 22bに 面 し て い る 。 LCDパ ネ ル 23は 、 第 4の 基 板 面 28b上 に 配 置 さ れ 、 第 3の
表 面 23aは 第 4の 基 板 面 28bに 面 す る 。 第 1の 偏 光 器 25は 、 第 4の 表 面 23b上 に 配 置 さ れ 、 第 5
の 表 面 25aは 第 4の 表 面 23bに 面 す る 。 し か し 、 本 発 明 の 技 術 を 熟 知 し て い る 者 で あ れ ば 、
本 発 明 の 技 術 が そ れ ら に 限 定 さ れ な い こ と を 理 解 す る で あ ろ う 。 例 え ば 、 第 1の 補 償 膜 を
、 代 わ り に 第 1の 偏 光 器 22と 視 角 調 整 デ バ イ ス 24の 間 に 置 か れ 、 第 2の 補 償 膜 を 、 代 わ り に
第 2の 偏 光 器 25と LCDパ ネ ル 23の 間 に 置 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
［ 第 4の 好 ま し い 実 施 形 態 ］
　 図 12を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 第 4の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ る 調 整 可 能 視 角 を 持 つ LCDの 側
面 図 が 示 さ れ て い る 。 こ の 好 ま し い 実 施 形 態 の LCD 60と 第 1の 好 ま し い 実 施 形 態 の LCD 20
と は 、 LCD 60が さ ら に 視 角 調 整 デ バ イ ス 64を 備 え る と い う 点 で 異 な る 。 視 角 調 整 デ バ イ ス
64は 、 図 12に 示 さ れ て い る よ う に LCDパ ネ ル 23と 第 1の 偏 光 器 22と の 間 に 配 置 さ れ る 。 図 13
Aで は 、 視 角 調 整 デ バ イ ス 64は 、 第 3の 基 板 67、 第 4の 基 板 68、 第 3の 電 極 69a、 第 4の 電 極 69
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b、 第 3の 配 向 膜 70a、 第 4の 配 向 膜 70b、 お よ び 液 晶 層 71を 備 え る 。 第 3の 基 板 67は 、 互 い に
対 応 す る 第 5の 基 板 面 67aお よ び 第 6の 基 板 面 67bを 持 ち 、 第 5の 基 板 面 67bは 、 図 14の 第 2の
基 板 面 22bに 面 す る 。 図 13Aで は 、 第 3の 電 極 69aは 、 第 5の 基 板 面 67a上 に 配 置 さ れ る 。 第 3
の 配 向 膜 70aは 、 第 3の 電 極 69a上 に 配 置 さ れ 、 第 3の ラ ビ ン グ 方 向 62aを 持 つ 。 第 4の 基 板 68
は 、 互 い に 対 応 す る 第 7の 基 板 面 68aお よ び 第 8の 基 板 面 68bを 持 ち 、 第 7の 基 板 面 68aお よ び
第 8の 基 板 面 68bは 、 図 11の 第 3の 基 板 面 23aに 面 す る 。 第 4の 電 極 69bは 、 第 7の 基 板 面 68a上
に 配 置 さ れ る 。 第 4の 配 向 膜 70bは 、 第 4の 電 極 69b上 に 配 置 さ れ 、 第 3の ラ ビ ン グ 方 向 62aと
反 対 の 第 4の ラ ビ ン グ 方 向 62bを 持 つ 。 液 晶 層 71は 、 第 3の 基 板 67と 第 4の 基 板 68と の 間 に 密
封 さ れ 、 ま た 第 3の 配 向 膜 70aと 第 4の 配 向 膜 70bと の 間 に 置 か れ て お り 、 液 晶 分 子 71aを 持
ち 、 液 晶 層 71の 厚 さ は 、 dと 仮 定 す る こ と が で き る 。 図 13Bに 示 さ れ て い る よ う に 、 こ の 好
ま し い 実 施 形 態 で は 、 第 3の 配 向 膜 70aの 第 3の ラ ビ ン グ 方 向 62aが 0度 の 方 位 角 か ら 180度 の
方 位 角 ま で シ フ ト す る 場 合 、 第 3の ラ ビ ン グ 方 向 62bは 、 180度 の 方 位 角 か ら 0度 の 方 位 角 に
シ フ ト す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 3Aお よ び 図 13Aに 示 さ れ て い る よ う に 、 第 1の 電 極 29aと 第 2の 電 極 29bの 間 に 電 圧 が 印
加 さ れ な い 場 合 、 ま た 第 3の 電 極 69aと 第 4の 電 極 69bの 間 に 電 圧 が 印 加 さ れ な い 場 合 、 液 晶
層 31の 液 晶 分 子 31aお よ び 液 晶 層 71内 に 配 置 さ れ て い る 液 晶 分 子 71aは 、 両 方 と も 揃 え ら れ
、 図 3Bお よ び 図 13Bに 示 さ れ て い る よ う に 垂 直 状 態 を 形 成 す る 。 そ の 一 方 で 、 見 る 人 が LCD
 60を 正 面 か ら 、 ま た は 斜 視 モ ー ド で 見 る 場 合 、 視 角 調 整 デ バ イ ス 24お よ び 64に よ り 与 え
ら れ る 遅 延 Δ ndは 0に 等 し い 、 つ ま り 、 視 角 調 整 デ バ イ ス 24お よ び 64を 通 過 す る 光 の 偏 光
状 態 は 、 視 角 調 整 デ バ イ ス 24お よ び 64に よ り 変 化 せ ず 、 LCD 60は 広 視 角 モ ー ド 信 号 に よ り
第 1の 広 視 角 モ ー ド と な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 4Aお よ び 図 13Aに 示 さ れ て い る よ う に 、 第 1の 電 極 29aと 第 2の 電 極 29bの 間 に 第 1の 電 圧
V1が 印 加 さ れ る 前 、 お よ び 第 3の 電 極 69aと 第 4の 電 極 69bと の 間 に 電 圧 が 印 加 さ れ な い 場 合
、 液 晶 層 31の 液 晶 分 子 31aは 、 第 1の ラ ビ ン グ 方 向 32aに そ っ て 傾 斜 し 、 図 4Bに 示 さ れ て い
る よ う に 揃 え ら れ て 第 1の 傾 斜 状 態 を 形 成 す る 。 液 晶 分 子 71aは 、 液 晶 層 71内 に 配 置 さ れ 、
図 13Bに 示 さ れ て い る よ う に 揃 え ら れ て 垂 直 状 態 を 形 成 す る 。 そ の 一 方 で 、 見 る 人 が LCD 6
0を 斜 視 方 向 で 0度 ま た は 180度 の 方 位 角 か ら 見 る 場 合 、 視 角 調 整 デ バ イ ス 24に よ り 与 え ら
れ る 遅 延 Δ ndは 、 0に 等 し く な く 、 視 角 調 整 デ バ イ ス 24は 、 LCDパ ネ ル 23を 通 過 す る 光 の 偏
光 状 態 を 変 化 さ せ る た め 、 見 る 人 は 0度 ま た は 180度 の 方 位 角 か ら 斜 視 方 向 に LCD 60を 見 た
と き に LCD 23上 に 表 示 さ れ る フ レ ー ム を 見 る こ と が で き な い 。 し か し 、 視 角 調 整 デ バ イ ス
64を 通 過 す る 光 の 偏 光 状 態 は 、 視 角 調 整 デ バ イ ス 64に よ り 変 化 せ ず 、 LCD 60は 狭 視 角 モ ー
ド 信 号 に 従 っ て 第 1の 狭 視 角 モ ー ド に 入 る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 3Aお よ び 図 134Aに 示 さ れ て い る よ う に 、 第 1の 電 極 29aと 第 2の 電 極 29bと の 間 に 電 圧 が
印 加 さ れ な い 場 合 、 ま た 第 3の 電 極 69aと 第 4の 電 極 69bと の 間 に 第 3の 電 圧 V3が 印 加 さ れ る
前 に 、 液 晶 分 子 71aは 液 晶 層 71内 に 配 置 さ れ 、 第 3の ラ ビ ン グ 方 向 62aに そ っ て 傾 斜 し 、 図 1
6Bに 示 さ れ て い る よ う に 揃 え ら れ て 第 2の 傾 斜 状 態 を 形 成 す る が 、 液 晶 層 31の 液 晶 分 子 31a
は 、 図 3Bに 示 さ れ て い る よ う に 揃 え ら れ て 垂 直 状 態 を 形 成 す る 。 そ の 一 方 で 、 見 る 人 が LC
D 60を 90度 ま た は 270度 の 方 位 角 か ら 斜 視 方 向 に 見 た 場 合 に 視 角 調 整 デ バ イ ス 64に よ り 与
え ら れ る 遅 延 Δ ndは 、 0に 等 し く な く 、 視 角 調 整 デ バ イ ス 64を 通 過 す る 光 の 偏 光 状 態 は 、
視 角 調 整 デ バ イ ス 64に よ り 変 え ら れ 、 見 る 人 は 、 LCD 60を 斜 視 方 向 で 見 た と き に 90度 ま た
は 270度 の 方 位 角 か ら LCDパ ネ ル 23上 に 表 示 さ れ る フ レ ー ム を 見 る こ と は で き な い 。 視 角 調
整 デ バ イ ス 24は 、 LCDパ ネ ル 23を 通 過 す る 光 の 偏 光 状 態 を 変 化 さ せ ず 、 LCD 60は 、 狭 視 角
モ ー ド 信 号 に 従 っ て 第 2の 狭 視 角 モ ー ド に 入 る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 4Aお よ び 図 14Aに 示 さ れ て い る よ う に 、 第 1の 電 極 29aと 第 2の 電 極 29bと の 間 に 第 1の 電
圧 V1が 印 加 さ れ る 場 合 、 お よ び 第 3の 電 極 69aと 第 4の 電 極 69bと の 間 に 第 3の 電 圧 V3が 印 加
さ れ る 場 合 、 液 晶 層 31内 の 液 晶 分 子 31aは 、 第 1の ラ ビ ン グ 方 向 32aに そ っ て 傾 斜 し 、 図 4B
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に 示 さ れ て い る よ う に 揃 え ら れ て 第 1の 傾 斜 状 態 を 形 成 す る 。 さ ら に 、 液 晶 層 71上 に 配 置
さ れ た 液 晶 分 子 71aは 、 第 3の ラ ビ ン グ 方 向 62aに そ っ て 傾 斜 し 、 図 14Bに 示 さ れ て い る よ う
に 揃 え ら れ て 第 2の 傾 斜 状 態 を 形 成 す る 。 そ の 一 方 で 、 見 る 人 が LCD 60を 約 0度 ま た は 180
度 の 方 位 角 か ら 斜 視 方 向 に 見 た 場 合 視 角 調 整 デ バ イ ス 24に よ り 与 え ら れ る 遅 延 Δ ndは 、 0
に 等 し く な く 、 視 角 調 整 デ バ イ ス 24は 、 LCDパ ネ ル 23を 通 過 す る 光 の 偏 光 状 態 を 変 化 さ せ
る 。 さ ら に 、 見 る 人 が LCD 60を 約 90度 ま た は 270度 の 方 位 角 か ら 斜 視 方 向 に 見 た 場 合 視 角
調 整 デ バ イ ス 64に よ り 与 え ら れ る 遅 延 Δ ndは 、 0に 等 し く な く 、 視 角 調 整 デ バ イ ス 64を 通
過 す る 光 の 偏 光 状 態 は 、 視 角 調 整 デ バ イ ス 64に よ り 変 え ら れ る 。 し た が っ て 、 見 る 人 は 、
LCD 60を 斜 視 方 向 で 見 た と き に 約 0度 、 90度 、 180度 、 お よ び 270度 の 方 位 角 か ら LCDパ ネ ル
23上 に 表 示 さ れ る フ レ ー ム を 見 る こ と が で き ず 、 LCD 60は 狭 視 角 モ ー ド 信 号 に 従 っ て 第 3
の 狭 視 角 モ ー ド に 入 っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 5Aお よ び 図 15Aに 示 さ れ て い る よ う に 、 第 1の 電 極 29aと 第 2の 電 極 29bと の 間 に 第 2の 電
圧 V2が 印 加 さ れ る 場 合 、 お よ び 第 3の 電 極 69aと 第 4の 電 極 69bと の 間 に 第 4の 電 圧 V4が 印 加
さ れ る 場 合 、 液 晶 層 31内 の 液 晶 分 子 31 aは 、 90度 の 方 位 角 に 向 か っ て 第 1の ラ ビ ン グ 方 向 3
2aに そ っ て 傾 斜 し 、 図 5Bに 示 さ れ て い る よ う に 揃 え ら れ て 第 1の 平 坦 状 態 を 形 成 す る 。 さ
ら に 、 液 晶 層 71内 に 配 置 さ れ た 液 晶 分 子 71aは 、 0度 の 方 位 角 に 向 か っ て 第 3の ラ ビ ン グ 方
向 62aに そ っ て 傾 斜 し 、 図 15Bに 示 さ れ て い る よ う に 揃 え ら れ て 第 2の 平 坦 状 態 を 形 成 す る
。 そ の 一 方 で 、 見 る 人 が LCD 60を 斜 視 方 向 で 正 面 か ら 見 た 場 合 に 視 角 調 整 デ バ イ ス 24お よ
び 64に よ り 与 え ら れ る 遅 延 Δ ndは 0に 等 し い 。 こ れ は 、 視 角 調 整 デ バ イ ス 24お よ び 64を 通
過 す る 光 の 偏 光 状 態 が 、 視 角 調 整 デ バ イ ス 24お よ び 64に よ り 変 化 せ ず 、 LCD 60は 広 視 角 モ
ー ド 信 号 に 従 っ て 第 2の 広 視 角 モ ー ド に 入 っ て い る こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 LC層 31お よ び 71が 平 坦 ま た は 垂 直 状 態 の 場 合 、 LCD 60は 広 視 角 モ ー ド 信 号 に 従 っ て 広 視
角 モ ー ド に 入 っ て い る 。 LC層 31お よ び 71の 少 な く と も 一 方 が 傾 斜 状 態 の 場 合 、 LCD 60は 狭
視 角 モ ー ド 信 号 に 従 っ て 狭 視 角 モ ー ド に 入 っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 液 晶 層 71の 飽 和 電 圧 が V s a t に 等 し い 場 合 、 V4は V s a t よ り も 大 き く 、 V3は 実 質 的 に 約 0.5V

s a t ～ 0.89V s a t に 等 し く 、 好 ま し く は 、 V3は 約 0.7V s a t に 等 し い 。 こ の 好 ま し い 実 施 形 態 で
は 、 第 3の 電 圧 V3お よ び 第 4の 電 圧 V4は 、 そ れ ぞ れ 、 約 2.5Vお よ び 5Vに 等 し い 。 好 ま し く は
、 第 4の 電 圧 V4が 液 晶 層 71の 飽 和 電 圧 に 等 し い 場 合 、 V3は 約 0.7V4に 大 体 等 し い 。 し か し 、
本 発 明 の 技 術 を 熟 知 し て い る 者 で あ れ ば 、 本 発 明 の 技 術 が そ れ ら に 限 定 さ れ な い こ と を 理
解 す る で あ ろ う 。 例 え ば 、 第 1の 補 償 膜 を 、 第 1の 偏 光 器 22と 視 角 調 整 デ バ イ ス 64と の 間 に
配 置 す る こ と が で き 、 第 2の 補 償 膜 を 、 第 2の 偏 光 器 25と 視 角 調 整 デ バ イ ス 24と の 間 に 配 置
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 電 界 の 変 化 を 受 け る 液 晶 層 71の 液 晶 分 子 71 aの 配 向 特 性 が 本 発 明 の 実 施 形 態 の 前 記 の 説
明 の 中 で 言 及 さ れ て い る が 、 他 の 種 類 の 液 晶 も 、 電 界 の 変 化 を 受 け る 異 な る 配 向 特 性 を 持
つ 。 例 え ば 、 第 1の 電 極 69aと 第 2の 電 極 69bと の 間 に 電 圧 が 印 加 さ れ な い 場 合 、 LC層 の LC分
子 は 平 坦 状 態 に 配 列 さ れ る 。 第 1の 電 極 69aと 第 2の 電 極 69bと の 間 に 第 7の 電 圧 が 印 加 さ れ
た 場 合 、 LC層 の LC分 子 は 第 3の ラ ビ ン グ 方 向 62aに そ っ て 傾 斜 状 態 に 配 列 さ れ る 。 第 1の 電
極 69aと 第 2の 電 極 69bと の 間 に 第 8の 電 圧 が 印 加 さ れ た 場 合 、 LC層 の LC分 子 は 垂 直 状 態 に 配
列 さ れ る 。 第 7の 電 圧 は 、 第 8の 電 圧 よ り も 小 さ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 第 1の 配 向 領 域 112aと 第 3の 配 向 領 域 113aと の 間 の LC分 子 が 平 坦 ま た は 垂 直 状 態 に あ る 場
合 、 LCDは 広 視 角 モ ー ド に 入 っ て い る 。 第 1の 配 向 領 域 112aと 第 3の 配 向 領 域 113aと の 間 の L
C分 子 が 傾 斜 状 態 に あ る 場 合 、 LCDは 狭 視 角 モ ー ド に 入 っ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 当 業 者 で あ れ ば 、 本 発 明 の 実 施 形 態 の 技 術 は 上 記 に 限 定 さ れ な い こ と が わ か る 。 例 え ば
、 本 発 明 は 、 第 1の 視 角 調 整 デ バ イ ス お よ び 第 2の 視 角 調 整 デ バ イ ス を 備 え る LCDを 駆 動 す
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る 方 法 を 実 現 す る 。 図 15Cを 参 照 す る と 、 視 角 調 整 デ バ イ ス で LCDを 駆 動 す る 方 法 の 流 れ 図
が 示 さ れ て い る 。 第 1の 視 角 調 整 デ バ イ ス お よ び 第 2の 視 角 調 整 デ バ イ ス は 、 液 晶 の 飽 和 電
圧 V s a t を 持 つ 。 ス テ ッ プ 902で 、 広 視 角 モ ー ド は 、 広 視 角 モ ー ド 信 号 に 従 っ て 実 行 さ れ る
。 第 1の 視 角 調 整 デ バ イ ス お よ び 第 2の 視 角 調 整 デ バ イ ス は 、 そ れ ぞ れ 、 第 1の 電 圧 差 お よ
び 第 3の 電 圧 差 を 発 生 す る 。 つ ま り 、 2つ の LC層 は 、 第 1の 電 圧 差 と 第 2の 電 圧 差 の 間 に サ ン
ド イ ッ チ 状 に 挟 ま れ て い る と い う こ と で あ る 。 言 い 換 え れ ば 、 広 視 角 信 号 に 従 っ て 広 視 角
モ ー ド を 実 行 す る た め 、 第 1の 電 圧 差 お よ び 第 3の 電 圧 差 を 発 生 す る と い う こ と で あ る 。 第
1の 電 圧 差 お よ び 第 3の 電 圧 差 は 、 0に 等 し い か 、 ま た は V s a t よ り も 高 い 。 ス テ ッ プ 904で 、
狭 視 角 モ ー ド は 、 狭 視 角 モ ー ド 信 号 に 従 っ て 実 行 さ れ る 。 第 1の 視 角 調 整 デ バ イ ス お よ び
第 2の 視 角 調 整 デ バ イ ス は 、 そ れ ぞ れ 、 第 2の 電 圧 差 お よ び 第 3の 電 圧 差 を 発 生 す る 。 つ ま
り 、 2つ の LC層 は 、 第 2の 電 圧 差 と 第 3の 電 圧 差 の 間 に サ ン ド イ ッ チ 状 に 挟 ま れ て い る と い
う こ と で あ る 。 言 い 換 え れ ば 、 狭 視 角 信 号 に 従 っ て 狭 視 角 モ ー ド を 実 行 す る た め 、 第 2の
電 圧 差 お よ び 第 3の 電 圧 差 を 発 生 す る と い う こ と で あ る 。 第 2の 電 圧 差 は 、 約 0.5V s a t よ り
も 高 く 、 約 0.8V s a t よ り も 低 い 。 第 2の 電 圧 差 は 、 約 0.7V s a t に 等 し い の が 好 ま し い 。 ス テ
ッ プ 906で 、 狭 視 角 モ ー ド は 、 狭 視 角 モ ー ド 信 号 に 従 っ て 実 行 さ れ る 。 第 1の 視 角 調 整 デ バ
イ ス お よ び 第 2の 視 角 調 整 デ バ イ ス は 、 そ れ ぞ れ 、 第 2の 電 圧 差 お よ び 第 4の 電 圧 差 を 発 生
す る 。 つ ま り 、 2つ の LC層 は 、 第 2の 電 圧 差 と 第 4の 電 圧 差 の 間 に サ ン ド イ ッ チ 状 に 挟 ま れ
て い る と い う こ と で あ る 。 言 い 換 え れ ば 、 狭 視 角 信 号 に 従 っ て 狭 視 角 モ ー ド を 実 行 す る た
め 、 第 2の 電 圧 差 お よ び 第 4の 電 圧 差 を 発 生 す る と い う こ と で あ る 。 第 4の 電 圧 差 は 、 0.5V s
a t よ り も 高 く 、 0.8V s a t よ り も 低 い 。 第 4の 電 圧 差 は 、 0.7V s a t に 等 し い の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
［ 第 5の 好 ま し い 実 施 形 態 ］
　 図 16を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 第 5の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ る 調 整 可 能 視 角 を 持 つ LCDの 側
面 図 が 示 さ れ て い る 。 こ の 好 ま し い 実 施 形 態 の LCD 80と 第 4の 好 ま し い 実 施 形 態 の LCD 60
と は 、 視 角 調 整 デ バ イ ス 64が 視 角 調 整 デ バ イ ス 24と 第 2の 偏 光 器 25と の 間 に 置 か れ て い る
と い う 点 で 異 な る 。 視 角 調 整 デ バ イ ス 64は 、 第 4の 基 板 面 28b上 に 配 置 さ れ 、 第 6の 基 板 面 6
7bは 第 4の 基 板 面 28bに 面 し て お り 、 第 2の 偏 光 器 25は 、 第 8の 基 板 面 68b上 に 配 置 さ れ 、 第 5
の 基 板 面 25aは 第 8の 基 板 面 68bに 面 し て い る 。 し か し 、 本 発 明 の 技 術 を 熟 知 し て い る 者 で
あ れ ば 、 本 発 明 の 技 術 が そ れ ら に 限 定 さ れ な い こ と を 理 解 す る で あ ろ う 。 例 え ば 、 第 1の
補 償 膜 を 、 第 1の 偏 光 器 22と LCDパ ネ ル 23と の 間 に 配 置 す る こ と が で き 、 第 2の 補 償 膜 を 、
第 2の 偏 光 器 25と 視 角 調 整 デ バ イ ス 64と の 間 に 配 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
［ 第 6の 好 ま し い 実 施 形 態 ］
　 図 17を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 第 6の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ る 調 整 可 能 視 角 を 持 つ LCDの 側
面 図 が 示 さ れ て い る 。 こ の 好 ま し い 実 施 形 態 の LCD 90と 第 4の 好 ま し い 実 施 形 態 の LCD 60
と は 、 視 角 調 整 デ バ イ ス 24が 視 角 調 整 デ バ イ ス 64と LCDパ ネ ル 23と の 間 に 置 か れ 、 視 角 調
整 デ バ イ ス 24は 、 第 8の 基 板 面 68b上 に 配 置 さ れ 、 第 2の 基 板 面 27bは 第 8の 基 板 面 68bに 面 し
て お り 、 LCDパ ネ ル 23は 第 4の 基 板 面 28b上 に 配 置 さ れ 、 第 3の 表 面 23aは 第 4の 基 板 面 28bに
面 し て い る と い う 点 で 異 な る 。 し か し 、 本 発 明 の 技 術 を 熟 知 し て い る 者 で あ れ ば 、 本 発 明
の 技 術 が そ れ ら に 限 定 さ れ な い こ と を 理 解 す る で あ ろ う 。 例 え ば 、 第 1の 補 償 膜 を 、 第 1の
偏 光 器 22と 視 角 調 整 デ バ イ ス 64と の 間 に 配 置 す る こ と が で き 、 第 2の 補 償 膜 を 、 第 2の 偏 光
器 25と LCDパ ネ ル 23と の 間 に 配 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
［ 第 7の 好 ま し い 実 施 形 態 ］
　 図 18を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 第 7の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ る 調 整 可 能 視 角 を 持 つ LCDの 側
面 図 が 示 さ れ て い る 。 こ の 好 ま し い 実 施 形 態 の LCD 100と 第 1の 好 ま し い 実 施 形 態 の LCD 20
と は 、 視 角 調 整 デ バ イ ス 104の 設 計 の 面 で 異 な っ て お り 、 視 角 調 整 デ バ イ ス 104は LCDパ ネ
ル 23と 第 2の 偏 光 器 25と の 間 に 配 置 さ れ て い る 。 図 19Aに 示 さ れ て い る よ う に 、 視 角 調 整 デ
バ イ ス 104は 、 第 1の 基 板 107、 第 2の 基 板 108、 第 1の 電 極 109a、 第 2の 電 極 109b、 第 1の 配 向
膜 110a、 第 2の 配 向 膜 110b、 お よ び 液 晶 層 111を 備 え る 。 第 1の 基 板 107は 、 互 い に 対 応 す る
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第 1の 基 板 面 107aお よ び 第 2の 基 板 面 107bを 持 ち 、 図 18で は 第 2の 基 板 面 107bは 、 第 4の 表 面
23bに 面 す る 。 第 1の 電 極 109aは 、 第 1の 基 板 面 107a上 に 配 置 さ れ 、 第 1の 配 向 膜 110aは 第 1
の 電 極 109a上 に 配 置 さ れ る 。 第 1の 配 向 膜 110aは 、 少 な く と も 1つ の 第 1の 配 向 領 域 112aお
よ び 1つ の 第 2の 配 向 領 域 112bを 持 ち 、 第 1の 配 向 領 域 112aお よ び 第 2の 配 向 領 域 112bは 、 そ
れ ぞ れ 、 第 1の ラ ビ ン グ 方 向 102aお よ び 第 2の ラ ビ ン グ 方 向 103aを 持 つ 。 第 1の ラ ビ ン グ 方
向 102aは 、 第 1の 光 透 過 軸 の 延 長 方 向 22cに 平 行 ま た は 垂 直 で あ る が 、 第 2の ラ ビ ン グ 方 向 1
03aは 、 図 19Bに 示 さ れ て い る よ う に 、 第 2の ラ ビ ン グ 方 向 102aに 垂 直 で あ る 。 こ の 好 ま し
い 実 施 形 態 で は 、 第 1の ラ ビ ン グ 方 向 102aは 、 第 1の 光 透 過 軸 の 延 長 方 向 22cに 平 行 で あ る
。 第 2の 基 板 108は 、 互 い に 対 応 す る 第 3の 基 板 面 108aお よ び 第 4の 基 板 面 108bを 持 ち 、 第 3
の 基 板 面 108aお よ び 第 4の 基 板 面 108bは 、 そ れ ぞ れ 、 第 1の 基 板 面 107aお よ び 第 図 18で の 5
の 表 面 25aに 面 す る 。 第 2の 電 極 109bは 、 第 3の 基 板 面 108a上 に 配 置 さ れ る 。 第 2の 配 向 膜 11
0bは 、 第 2の 電 極 109b上 に 配 置 さ れ 、 少 な く と も 第 3の 配 向 領 域 113aと 第 4の 配 向 領 域 113b
を 持 つ 。 第 3の 配 向 領 域 113aお よ び 第 4の 配 向 領 域 113bは 、 そ れ ぞ れ 、 第 1の 配 向 領 域 112a
お よ び 第 2の 配 向 領 域 112bに 対 応 し 、 そ れ ぞ れ 、 第 3の ラ ビ ン グ 方 向 102bお よ び 第 4の ラ ビ
ン グ 方 向 103bを 持 ち 、 第 3の ラ ビ ン グ 方 向 102bお よ び 第 4の ラ ビ ン グ 方 向 103bは 、 そ れ ぞ れ
、 図 19Cに 示 さ れ て い る よ う に 、 第 1の ラ ビ
ン グ 方 向 102aお よ び 第 2の ラ ビ ン グ 方 向 103aと 反 対 で あ る 。 液 晶 層 111は 、 第 1の 基 板 107と
第 2の 基 板 108と の 間 に 密 封 さ れ 、 ま た 第 1の 配 向 膜 110aと 第 2の 配 向 膜 110bと の 間 に 置 か れ
て お り 、 多 数 の 液 晶 分 子 111aを 持 ち 、 液 晶 層 111の 厚 さ は 、 dと 仮 定 さ れ る 。 図 19Dに 示 さ
れ て い る よ う に 、 こ の 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 第 1の ラ ビ ン グ 方 向 102aが 90度 の 方 位 角 か
ら 約 270度 の 方 位 角 へ シ フ ト し 、 第 2の ラ ビ ン グ 方 向 103aが 約 0度 の 方 位 角 か ら 約 180度 の 方
位 角 へ シ フ ト す る と す る と 、 第 3の ラ ビ ン グ 方 向 102bは 、 約 270度 の 方 位 角 か ら 約 90度 の 方
位 角 へ シ フ ト し 、 第 4の ラ ビ ン グ 方 向 103bは 、 約 180度 の 方 位 角 か ら 約 0度 の 方 位 角 へ シ フ
ト す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 19Aに 示 さ れ て い る よ う に 、 第 1の 電 極 109aと 第 2の 電 極 109bと の 間 に 電 圧 が 印 加 さ れ
な い 場 合 、 図 19Dに 示 さ れ て い る よ う に 液 晶 層 111内 の 液 晶 分 子 111aは 揃 え ら れ 垂 直 状 態 を
形 成 す る 。 そ の 一 方 で 、 見 る 人 が LCD 100を 正 面 か ら 、 ま た は 斜 視 方 向 で 見 た 場 合 に 視 角
調 整 デ バ イ ス 104に よ り 与 え ら れ る 遅 延 Δ ndは 0に 等 し い 。 こ れ は 、 視 角 調 整 デ バ イ ス 104
が 、 LCDパ ネ ル 23を 通 過 す る 光 の 偏 光 状 態 を 変 化 さ せ ず 、 LCD 100は 、 広 視 角 モ ー ド 信 号 に
従 っ て 第 1の 広 視 角 モ ー ド に 入 る こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 20Aに 示 さ れ て い る よ う に 、 第 1の 電 極 109aと 第 2の 電 極 109bと の 間 に 第 1の 電 圧 V1が 印
加 さ れ た 場 合 、 第 1の 配 向 領 域 112aと 第 3の 配 向 領 域 113aと の 間 に 置 か れ て い る 液 晶 層 111
の 部 分 の 液 晶 分 子 111aは 、 90度 の 方 位 角 に 向 か っ て 第 1の ラ ビ ン グ 方 向 102aに そ っ て 傾 斜
し 、 揃 え ら れ て 第 1の 傾 斜 状 態 を 形 成 す る 。 さ ら に 、 第 2の 配 向 領 域 112bと 第 4の 配 向 領 域 1
13bと の 間 に 置 か れ て い る 液 晶 層 111の 他 の 部 分 の 液 晶 分 子 111aは 、 0度 の 方 位 角 に 向 か っ
て 第 2の ラ ビ ン グ 方 向 103aに そ っ て 傾 斜 し 、 図 20Bに 示 さ れ て い る よ う に 揃 え ら れ 第 2の 傾
斜 状 態 を 形 成 す る 。 そ の 一 方 で 、 見 る 人 が LCD 100を 0度 、 90度 、 180度 、 ま た は 270度 の 方
位 角 か ら 斜 視 方 向 に 見 た 場 合 に 視 角 調 整 デ バ イ ス 104に よ り 与 え ら れ る 遅 延 Δ ndは 、 0に 等
し く な く 、 視 角 調 整 デ バ イ ス 104は LCDパ ネ ル 23を 通 過 す る 光 の 偏 光 状 態 を 変 化 さ せ 、 見 る
人 は LCD 100を 斜 視 方 向 で 見 た と き に 0度 、 90度 、 180度 、 ま た は 270度 の 方 位 角 か ら LCDパ
ネ ル 23上 に 表 示 さ れ る フ レ ー ム を 見 る こ と は で き な い 。 そ の 結 果 、 LCD 100は 、 狭 視 角 モ
ー ド 信 号 に 従 っ て 狭 視 角 モ ー ド と な る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 21Aに 示 さ れ て い る よ う に 、 第 1の 電 極 109aと 第 2の 電 極 109bと の 間 に 第 2の 電 圧 V2が 印
加 さ れ た 場 合 、 第 1の 配 向 領 域 112aと 第 3の 配 向 領 域 113aと の 間 に 置 か れ て い る 液 晶 層 111
の 部 分 の 液 晶 分 子 111aは 、 約 90度 の 方 位 角 に 向 か っ て 第 1の ラ ビ ン グ 方 向 102aに そ っ て 傾
斜 し 、 揃 え ら れ て 第 1の 平 坦 状 態 を 形 成 す る 。 さ ら に 、 第 2の 配 向 領 域 112bと 第 4の 配 向 領
域 113bと の 間 に 置 か れ て い る 液 晶 層 111の 他 の 部 分 の 液 晶 分 子 111aは 、 約 0度 の 方 位 角 に 向
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か っ て 第 2の ラ ビ ン グ 方 向 103aに そ っ て 傾 斜 し 、 図 21Bに 示 さ れ て い る よ う に 揃 え ら れ 第 2
の 平 坦 状 態 を 形 成 す る 。 そ の 一 方 で 、 見 る 人 が LCD 100を 正 面 か ら 、 ま た は 斜 視 方 向 で 見
た 場 合 に 視 角 調 整 デ バ イ ス 104に よ り 与 え ら れ る 遅 延 Δ ndは 0に 等 し い 。 こ れ は 、 視 角 調 整
デ バ イ ス 104が 、 LCDパ ネ ル 23を 通 過 す る 光 の 偏 光 状 態 を 変 化 さ せ ず 、 LCD 100は 、 広 視 角
モ ー ド 信 号 に 従 っ て 第 2の 広 視 角 モ ー ド に 入 る こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 液 晶 層 111の 飽 和 電 圧 が V s a t に 等 し い 場 合 、 V2は V s a t よ り も 大 き く 、 V1は 約 0.5 V s a t ～ 0
.8V s a t に 実 質 的 に 等 し い 。 完 全 に は 、 V1は 約 0.7V s a t に 等 し い 。 こ の 好 ま し い 実 施 形 態 で
は 、 第 1の 電 圧 V1お よ び 第 2の 電 圧 V2は 、 そ れ ぞ れ 、 約 2.5Vお よ び 5Vに 等 し い 。 好 ま し く は
、 第 2の 電 圧 V2が 液 晶 層 111の 飽 和 電 圧 に 等 し い 場 合 に 、 V1は 約 0.7V2に 大 体 等 し い 。 し か
し 、 本 発 明 の 技 術 を 熟 知 し て い る 者 で あ れ ば 、 本 発 明 の 技 術 が そ れ ら に 限 定 さ れ な い こ と
を 理 解 す る で あ ろ う 。 例 え ば 、 第 1の 補 償 膜 を 、 第 1の 偏 光 器 22と LCDパ ネ ル 23と の 間 に 配
置 す る こ と が で き 、 第 2の 補 償 膜 を 、 第 2の 偏 光 器 25と 視 角 調 整 デ バ イ ス 104と の 間 に 配 置
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 電 界 の 変 化 を 受 け る 液 晶 層 111の 液 晶 分 子 111aの 配 向 特 性 が 本 発 明 の 実 施 形 態 の 前 記 の
説 明 の 中 で 言 及 さ れ て い る が 、 他 の 種 類 の 液 晶 も 、 電 界 の 変 化 を 受 け る 異 な る 配 向 特 性 を
持 つ 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 例 え ば 、 第 1の 電 極 109aと 第 2の 電 極 109bと の 間 に 電 圧 が 印 加 さ れ な い 場 合 、 LC層 の LC分
子 は 平 坦 状 態 に 配 列 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 第 1の 電 極 109aと 第 2の 電 極 109bと の 間 に 第 9の 電 圧 が 印 加 さ れ た 場 合 、 第 1の 配 向 領 域 11
2aと 第 3の 配 向 領 域 113aと の 間 の LC層 の LC分 子 の 一 部 は 、 第 1の ラ ビ ン グ 方 向 102aに そ っ て
第 1の 傾 斜 状 態 に 配 列 さ れ る 。 第 2の 配 向 領 域 112bと 第 4の 配 向 領 域 113bと の 間 の LC層 内 の L
C分 子 の 他 の 部 分 は 、 第 2の ラ ビ ン グ 方 向 103aに そ っ て 第 2の 傾 斜 状 態 に 配 列 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 第 1の 電 極 109aと 第 2の 電 極 109bと の 間 に 第 10の 電 圧 が 印 加 さ れ た 場 合 、 第 1の 配 向 領 域 1
12aと 第 3の 配 向 領 域 113aと の 間 の LC層 内 の LC分 子 の 一 部 は 、 第 1の ラ ビ ン グ 方 向 102aに そ
っ て 垂 直 状 態 に 配 列 さ れ る 。 第 2の 配 向 領 域 112bと 第 4の 配 向 領 域 113bと の 間 の LC層 内 の LC
分 子 の 他 の 部 分 は 、 第 2の ラ ビ ン グ 方 向 103aに そ っ て 垂 直 状 態 に 配 列 さ れ る 。 第 9の 電 圧 は
、 第 10の 電 圧 よ り も 小 さ い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
［ 第 8の 好 ま し い 実 施 形 態 ］
　 図 22を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 第 8の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ る 調 整 可 能 視 角 を 持 つ LCDの 側
面 図 が 示 さ れ て い る 。 こ の 好 ま し い 実 施 形 態 の LCD 120と 第 7の 好 ま し い 実 施 形 態 の LCD 10
0と は 、 LCDパ ネ ル 23が 視 角 調 整 デ バ イ ス 104と 第 2の 偏 光 器 25と の 間 に 置 か れ て い る と い う
点 で 異 な る 。 視 角 調 整 デ バ イ ス 104は 、 第 2の 表 面 22b上 に 配 置 さ れ 、 第 2の 基 板 面 107bは 第
2の 表 面 22bに 面 し て い る 。 LCDパ ネ ル 23は 、 第 4の 基 板 面 108b上 に 配 置 さ れ 、 第 3の 表 面 23a
は 第 4の 基 板 面 108bに 面 す る 。 第 1の 偏 光 器 25は 、 第 4の 表 面 23b上 に 配 置 さ れ 、 第 5の 表 面 2
5aは 第 4の 表 面 23bに 面 す る 。 し か し 、 本 発 明 の 技 術 を 熟 知 し て い る 者 で あ れ ば 、 本 発 明 の
技 術 が そ れ ら に 限 定 さ れ な い こ と を 理 解 す る で あ ろ う 。 例 え ば 、 第 1の 補 償 膜 を 、 第 1の 偏
光 器 22と 視 角 調 整 デ バ イ ス 104と の 間 に 配 置 す る こ と が で き 、 第 2の 補 償 膜 を 、 第 2の 偏 光
器 25と LCDパ ネ ル 23と の 間 に 配 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
［ 第 9の 好 ま し い 実 施 形 態 ］
　 図 23を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 第 9の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ る 調 整 可 能 視 角 を 持 つ LCDの 側
面 図 が 示 さ れ て い る 。 こ の 好 ま し い 実 施 形 態 の LCD 130と 第 1の 好 ま し い 実 施 形 態 の LCD 20
と は 、 視 角 調 整 デ バ イ ス 134の 設 計 の 面 で 異 な っ て お り 、 視 角 調 整 デ バ イ ス 134は LCDパ ネ
ル 23と 第 2の 偏 光 器 25と の 間 に 配 置 さ れ て い る 。 図 24Aに 示 さ れ て い る よ う に 、 視 角 調 整 デ
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バ イ ス 134は 、 第 1の 基 板 137、 第 2の 基 板 138、 第 1の 分 離 層 145a、 第 2の 分 離 層 145b、 第 1の
電 極 139a、 第 2の 電 極 139b、 第 1の 配 向 膜 140a、 第 2の 配 向 膜 140b、 お よ び 液 晶 層 141を 備 え
る 。 第 1の 基 板 137は 、 互 い に 対 応 す る 第 1の 基 板 面 137aお よ び 第 2の 基 板 面 137bを 持 ち 、 図
23で 第 2の 基 板 面 137bは 第 4の 表 面 23bに 面 す る 。 第 1の 分 離 層 145aは 、 第 1の 基 板 面 137a上
に 配 置 さ れ 、 図 24Bに 示 さ れ て い る よ う に 第 1の 開 口 146aを 持 つ 。 第 1の 開 口 146aは 、 テ キ
ス ト 、 商 標 、 ま た は ロ ゴ で あ り う る 。 こ の 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 第 1の 開 口 146aは 、 例
え ば 、 正 方 形 で あ る 。 第 1の 電 極 139aは 、 第 1の 開 口 146a内 に 配 置 さ れ 、 第 1の 電 極 139aの
形 状 は 、 第 1の 開 口 146aの 形 状 に 対 応 す る 。 第 1の 配 向 膜 140aは 、 第 1の 電 極 139aお よ び 第 1
の 分 離 層 145a上 に 配 置 さ れ 、 第 1の 光 透 過 軸 の 延 長 方 向 22cに 平 行 ま た は 垂 直 な 第 1の ラ ビ
ン グ 方 向 132aを 持 つ 。 こ の 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 第 1の ラ ビ ン グ 方 向 132aは 、 第 1の 光 透
過 軸 の 延 長 方 向 22cに 平 行 で あ る 。 第 2の 基 板 138は 、 互 い に 対 応 す る 第 3の 基 板 面 138aお よ
び 第 4の 基 板 面 138bを 持 ち 、 第 3の 基 板 面 138aお よ び 第 4の 基 板 面 138bは 、 そ れ ぞ れ 、 図 23
で 第 1の 基 板 面 137aお よ び 第 5の 表 面 25aに 面 す る 。 第 2の 分 離 層 145bは 、 第 3の 基 板 面 138a
上 に 配 置 さ れ 、 図 24Cに 示 さ れ て い る よ う に 第 1の 開 口 146aに 対 応 す る 第 2の 開 口 146bを 持
つ 。 こ の 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 第 2の 開 口 146bは 、 例 え ば 、 正 方 形 で あ る 。 第 2の 電 極 13
9bは 、 第 2の 開 口 146b内 に 配 置 さ れ 、 第 2の 電 極 139bの 形 状 は 、 第 2の 開 口 146bに 対 応 す る
、 つ ま り 、 第 2の 電 極 139bの 形 状 は 、 第 1の 電 極 139aの 形 状 に 対 応 す る 。 第 2の 配 向 膜 140b
は 、 第 2の 電 極 139bお よ び 第 2の 分 離 層 145
上 に 配 置 さ れ 、 第 1の ラ ビ ン グ 方 向 132aと 反 対 の 第 2の ラ ビ ン グ 方 向 132bを 持 つ 。 液 晶 層 14
1は 、 第 1の 基 板 137と 第 2の 基 板 138と の 間 に 密 封 さ れ 、 ま た 第 1の 配 向 膜 140aと 第 2の 配 向
膜 140bと の 間 に 置 か れ て お り 、 多 数 の 液 晶 分 子 141aを 持 ち 、 液 晶 層 141の 厚 さ は 、 dと 仮 定
さ れ る 。 図 24Dに 示 さ れ て い る よ う に 、 第 1の ラ ビ ン グ 方 向 132aは 、 90度 の 方 位 角 か ら 270
度 の 方 位 角 ま で シ フ ト し 、 第 2の ラ ビ ン グ 方 向 132bは 、 270度 の 方 位 角 か ら 90度 の 方 位 角 に
シ フ ト す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 24Aに 示 さ れ て い る よ う に 、 第 1の 電 極 139aと 第 2の 電 極 139bと の 間 に 電 圧 が 印 加 さ れ
な い 場 合 、 図 26Dに 示 さ れ て い る よ う に 液 晶 層 141内 の 液 晶 分 子 141aは 揃 え ら れ 垂 直 状 態 を
形 成 す る 。 そ の 一 方 で 、 見 る 人 が LCD 100を 正 面 か ら 、 ま た は 斜 視 方 向 で 見 た 場 合 に 視 角
調 整 デ バ イ ス 134に よ り 与 え ら れ る 遅 延 Δ ndは 0に 等 し い 。 こ れ は 、 視 角 調 整 デ バ イ ス 134
が 、 LCDパ ネ ル 23を 通 過 す る 光 の 偏 光 状 態 を 変 化 さ せ ず 、 LCD 130は 、 広 視 角 モ ー ド 信 号 に
従 っ て 第 1の 広 視 角 モ ー ド に 入 る こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 25Aに 示 さ れ て い る よ う に 、 第 1の 電 極 139aと 第 2の 電 極 139bと の 間 に 第 1の 電 圧 が 印 加
さ れ た 場 合 、 第 1の 電 極 139aと 第 2の 電 極 139bと の 間 に 置 か れ て い る 液 晶 層 141の 部 分 の 液
晶 分 子 141aは 、 90度 の 方 位 角 に 向 か っ て 第 1の ラ ビ ン グ 方 向 132aに そ っ て 傾 斜 し 、 図 25B 
に 示 さ れ て い る よ う に 揃 え ら れ て 傾 斜 状 態 を 形 成 す る 。 そ の 一 方 で 、 見 る 人 が LCD 130を
約 0度 お よ び 180度 の 方 位 角 か ら 斜 視 方 向 で 見 た 場 合 に 視 角 調 整 デ バ イ ス 134に よ り 与 え ら
れ る 遅 延 Δ ndは 0に 等 し く な い 。 つ ま り 、 視 角 調 整 デ バ イ ス 134は 、 LCDパ ネ ル 23を 通 過 す
る 光 の 偏 光 状 態 を 変 化 さ せ る の で 、 見 る 人 は LCD 130を 約 0度 お よ び 180度 の 方 位 角 か ら 斜
視 方 向 で 見 た と き に LCDパ ネ ル 23上 に 表 示 さ れ る フ レ ー ム 内 の 第 1の 電 極 139aの 形 状 に 対 応
す る ブ ラ ン ク 領 域 を 見 る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 LCD 130は 、 狭 視 角 モ ー ド に 入 っ て
い る た め 、 見 る 人 は 第 1の 電 極 139aの 形 状 に 対 応 す る ブ ラ ン ク 領 域 を 見 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 26Aに 示 さ れ て い る よ う に 、 第 1の 電 極 139aと 第 2の 電 極 139bと の 間 に 第 2の 電 圧 が 印 加
さ れ た 場 合 、 第 1の 電 極 139aと 第 2の 電 極 139bと の 間 に 置 か れ て い る 液 晶 層 141の 部 分 内 の
液 晶 分 子 141aは 、 90度 の 方 位 角 に 向 か っ て 第 1の ラ ビ ン グ 方 向 102aに そ っ て 傾 斜 し 、 図 26B
 に 示 さ れ て い る よ う に 揃 え ら れ て 平 坦 状 態 を 形 成 す る 。 そ の 一 方 で 、 見 る 人 が LCD 130を
正 面 か ら 、 ま た は 斜 視 方 向 で 見 た 場 合 に 視 角 調 整 デ バ イ ス 134に よ り 与 え ら れ る 遅 延 Δ nd
は 0に 等 し い 。 こ れ は 、 視 角 調 整 デ バ イ ス 134が 、 LCDパ ネ ル 23を 通 過 す る 光 の 偏 光 状 態 を
変 化 さ せ ず 、 LCD 130は 、 第 2の 広 視 角 モ ー ド に 入 る こ と を 意 味 す る 。 液 晶 層 141の 飽 和 電
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圧 が V s a t に 等 し い 場 合 、 V2は V s a t よ り も 大 き く 、 V1は 約 0.5 V s a t ～ 0.8V s a t に 実 質 的 に 等
し い 。 完 全 に は 、 V1は 約 0.7V s a t に 等 し い 。 こ の 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 第 1の 電 圧 お よ び
第 2の 電 圧 は 、 そ れ ぞ れ 、 約 2.5Vお よ び 5Vに 等 し い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 LCD 130が 広 視 角 モ ー ド 信 号 に 従 っ て 広 視 角 モ ー ド の 場 合 、 見 る 人 は LCD 130上 に 表 示 さ
れ る フ レ ー ム を 、 正 面 か ら ま た は 斜 視 方 向 で さ ま ざ ま な 方 位 角 か ら 見 る こ と が で き る 。 LC
D 130が 狭 視 角 モ ー ド 信 号 に 従 っ て 狭 視 角 モ ー ド に 入 っ て い る 場 合 、 見 る 人 は LCD 130を 斜
視 方 向 で 見 た 場 合 に 約 0度 お よ び 180度 の 方 位 角 か ら フ レ ー ム 内 の 第 1の 電 極 139aの 形 状 に
対 応 す る フ ラ ン ク 領 域 の み を 見 る こ と が で き る 。 そ れ に 加 え て 、 第 1の 電 極 139aの 形 状 は
、 テ キ ス ト 、 商 標 、 ま た は ロ ゴ で あ る よ う に 設 計 す る こ と が で き 、 見 る 人 は 約 0度 お よ び 1
80度 の 方 位 角 ま た は 他 の 方 位 角 か ら 斜 視 方 向 に 狭 視 角 モ ー ド で LCD 130上 に 表 示 さ れ る フ
レ ー ム 内 に 埋 め 込 ま れ た テ キ ス ト 、 商 標 、 ま た は ロ ゴ を 見 る こ と が で き る 。 し か し 、 本 発
明 の 技 術 を 熟 知 し て い る 者 で あ れ ば 、 本 発 明 の 技 術 が そ れ ら に 限 定 さ れ な い こ と を 理 解 す
る で あ ろ う 。 例 え ば 、 第 1の 補 償 膜 を 、 第 1の 偏 光 器 22と LCDパ ネ ル 23と の 間 に 配 置 す る こ
と が で き 、 第 2の 補 償 膜 を 、 第 2の 偏 光 器 25と 視 角 調 整 デ バ イ ス 134と の 間 に 配 置 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 電 界 の 変 化 を 受 け る 液 晶 層 141の 液 晶 分 子 141aの 配 向 特 性 が 本 発 明 の 実 施 形 態 の 前 記 の
説 明 の 中 で 言 及 さ れ て い る が 、 他 の 種 類 の 液 晶 も 、 電 界 の 変 化 を 受 け る 異 な る 配 向 特 性 を
持 つ 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 例 え ば 、 第 1の 電 極 139aと 第 2の 電 極 139bと の 間 に 電 圧 が 印 加 さ れ な い 場 合 、 LC層 の LC分
子 は 平 坦 状 態 に 配 列 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 第 1の 電 極 139aと 第 2の 電 極 139bと の 間 に 第 11の 電 圧 が 印 加 さ れ た 場 合 、 LC層 内 の LC分 子
は 第 1の ラ ビ ン グ 方 向 132aに そ っ て 傾 斜 状 態 に 配 列 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 第 1の 電 極 139aと 第 2の 電 極 139bと の 間 に 第 12の 電 圧 が 印 加 さ れ た 場 合 、 LC層 内 の LC分 子
は 垂 直 状 態 に 配 列 さ れ る 。 第 11の 電 圧 は 、 第 12の 電 圧 よ り も 小 さ い 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 視 角 調 整 デ バ イ ス 24ま た は 104は 、 LCD 130の 第 1の 偏 光 器 22と 第 2の 偏
光 器 25と の 間 に 配 置 さ れ 、 LCD 130の 視 角 を 調 整 す る 機 能 を 高 め る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
［ 第 10の 好 ま し い 実 施 形 態 ］
　 図 27を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 第 10の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ る 調 整 可 能 視 角 を 持 つ LCDの
側 面 図 が 示 さ れ て い る 。 こ の 好 ま し い 実 施 形 態 の LCD 150と 第 9の 好 ま し い 実 施 形 態 の LCD 
130と は 、 LCDパ ネ ル 23が 視 角 調 整 デ バ イ ス 134と 第 2の 偏 光 器 25と の 間 に 置 か れ て い る と い
う 点 で 異 な る 。 視 角 調 整 デ バ イ ス 134は 、 第 2の 表 面 22b上 に 配 置 さ れ 、 第 2の 基 板 面 137bは
第 2の 表 面 22bに 面 し て い る 。 LCDパ ネ ル 23は 、 第 4の 基 板 面 138b上 に 配 置 さ れ 、 第 3の 表 面 2
3aは 第 4の 基 板 面 138bに 面 す る 。 第 1の 偏 光 器 25は 、 第 4の 表 面 23b上 に 配 置 さ れ 、 第 5の 表
面 25aは 第 4の 表 面 23bに 面 す る 。 し か し 、 本 発 明 の 技 術 を 熟 知 し て い る 者 で あ れ ば 、 本 発
明 の 技 術 が そ れ ら に 限 定 さ れ な い こ と を 理 解 す る で あ ろ う 。 例 え ば 、 第 1の 補 償 膜 を 、 第 1
の 偏 光 器 22と 視 角 調 整 デ バ イ ス 134と の 間 に 配 置 す る こ と が で き 、 第 2の 補 償 膜 を 、 第 2の
偏 光 器 25と LCDパ ネ ル 23と の 間 に 配 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
［ 第 11の 好 ま し い 実 施 形 態 ］
　 図 28を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 第 11の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ る 調 整 可 能 視 角 を 持 つ LCDの
側 面 図 が 示 さ れ て い る 。 こ の 好 ま し い 実 施 形 態 の LCD 160と 第 1の 好 ま し い 実 施 形 態 の LCD 
20と は 、 視 角 調 整 デ バ イ ス 164が ピ ク セ ル ア レ イ の 設 計 を 採 用 し て い る と い う 点 で 異 な る
。 本 発 明 の 実 施 形 態 の 例 と し て は 、 ア ク テ ィ ブ 型 の ピ ク セ ル ア レ イ が あ る 。 視 角 調 整 デ バ
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イ ス 164は 、 LCDパ ネ ル 23と 第 2の 偏 光 器 25と の 間 に 配 置 さ れ る 。 図 29A～ 29Bに 示 さ れ て い
る よ う に 、 視 角 調 整 デ バ イ ス 164は 、 第 1の 基 板 167、 第 2の 基 板 168、 ピ ク セ ル ア レ イ 193、
共 通 電 極 169b、 第 1の 配 向 膜 170a、 第 2の 配 向 膜 170b、 お よ び 液 晶 層 171を 備 え る 。 視 角 調
整 デ バ イ ス 164は 、 さ ら に 、 走 査 線 駆 動 回 路 188、 デ ー タ 線 駆 動 回 路 189、 多 数 の 走 査 線 190
、 お よ び 多 数 の デ ー タ 線 191を 備 え 、 走 査 線 190お よ び デ ー タ 線 191は 、 ピ ク セ ル ア レ イ 193
を 定 め 、 ピ ク セ ル ア レ イ 193は 、 多 数 の ピ ク セ ル 194を 備 え る 。 ピ ク セ ル 194は そ れ ぞ れ 、 T
FT 195お よ び ピ ク セ ル 電 極 196を 持 ち 、 と も に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 TFT 195は 、 走 査 線 190
お よ び デ ー タ 線 191に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 そ れ ら に 対 応 し て い る 。 そ れ に 加 え て 、 走 査 線 1
90は 、 走 査 線 駆 動 回 路 188に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 デ ー タ 線 191は 、 デ ー タ 線 駆 動 回 路 188に
電 気 的 に 接 続 さ れ る 。 走 査 線 駆 動 回 路 188は 、 走 査 線 190を 介 し て TFT 195の す べ て を 駆 動
す る こ と を 目 的 と し て お り 、 デ ー タ 線 駆 動 回 路 189は 、 ピ ク セ ル 電 極 169と 共 通 電 極 169bと
の 間 の 電 圧 の 存 在 を 制 御 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 図 29Bに 示 さ れ て い る よ う に 、 第 1の 基 板 167は 、 互 い に 対 応 す る 第 1の 基 板 面 167aお よ び
第 2の 基 板 面 167bを 持 つ 。 図 29Aの 走 査 線 190、 デ ー タ 線 191、 ピ ク セ ル ア レ イ 193、 TFT 165
、 お よ び ピ ク セ ル 電 極 196は 、 第 1の 基 板 面 167aに 配 置 さ れ る 。 第 1の 配 向 膜 170aは 、 ピ ク
セ ル 電 極 196を 覆 い 、 第 1の 光 透 過 軸 の 延 長 方 向 22cに 平 行 ま た は 垂 直 な 第 1の ラ ビ ン グ 方 向
162aを 持 つ 。 こ の 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 第 1の ラ ビ ン グ 方 向 162aは 、 第 1の 光 透 過 軸 の 延
長 方 向 22cに 平 行 で あ る 。 第 2の 基 板 168は 、 互 い に 対 応 す る 第 3の 基 板 面 168aお よ び 第 4の
基 板 面 168bを 持 ち 、 第 3の 基 板 面 168aは 第 1の 基 板 面 167に 面 し 、 第 4の 基 板 面 168bは 第 5の
表 面 25aに 面 す る 。 共 通 電 極 169bは 、 第 3の 基 板 面 168a上 に 配 置 さ れ る 。 第 2の 配 向 膜 170b
は 、 共 通 電 極 169bを 覆 い 、 第 1の ラ ビ ン グ 方 向 162aと 反 対 の 第 2の ラ ビ ン グ 方 向 162bを 持 つ
。 液 晶 層 181は 、 第 1の 基 板 167と 第 2の 基 板 168と の 間 に 密 封 さ れ 、 第 1の 配 向 膜 170aと 第 2
の 配 向 膜 170bと の 間 に 置 か れ る 。 図 29Cに 示 さ れ て い る よ う に 、 第 1の ラ ビ ン グ 方 向 162aは
、 90度 の 方 位 角 か ら 270度 の 方 位 角 へ シ フ ト し 、 第 2の ラ ビ ン グ 方 向 162bは 、 270度 の 方 位
角 か ら 90度 の 方 位 角 に シ フ ト す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 走 査 線 駆 動 回 路 188お よ び デ ー タ 線 駆 動 回 路 189に よ り 、 ピ ク セ ル 194の 一 部 が 、 テ キ ス
ト 、 商 標 、 ま た は ロ ゴ に 対 応 す る 所 定 の ピ ク セ ル ゾ ー ン 193aと な る よ う に 動 的 に 定 義 さ れ
る 。 こ の 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 所 定 の ピ ク セ ル ゾ ー ン 193aは 、 例 え ば 、 2つ の ピ ク セ ル 1
96を 含 む 。 し か し 、 本 発 明 の 技 術 を 熟 知 し て い る 者 で あ れ ば 、 本 発 明 の 技 術 が そ れ ら に 限
定 さ れ な い こ と を 理 解 す る で あ ろ う 。 例 え ば 、 こ の 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 パ ッ シ ブ 型 ピ
ク セ ル の 一 部 を 、 テ キ ス ト 、 商 標 、 ま た は ロ ゴ に 対 応 す る 所 定 の ピ ク セ ル ゾ ー ン と し て 動
的 に 定 義 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 図 32Bに 示 さ れ て い る よ う に 、 ピ ク セ ル 電 極 196と 共 通 電 極 169bと の 間 に 電 圧 が 印 加 さ れ
な い 場 合 、 図 29Cに 示 さ れ て い る よ う に 液 晶 層 181内 の 液 晶 分 子 181aは 揃 え ら れ 垂 直 状 態 を
形 成 す る 。 そ の 一 方 で 、 見 る 人 が LCD 100を 正 面 か ら 、 ま た は 斜 視 方 向 で 見 た 場 合 に 視 角
調 整 デ バ イ ス 164に よ り 与 え ら れ る 遅 延 Δ ndは 0に 等 し い 。 こ れ は 、 視 角 調 整 デ バ イ ス 164
が 、 LCDパ ネ ル 23を 通 過 す る 光 の 偏 光 状 態 を 変 化 さ せ ず 、 LCD 160は 、 広 視 角 モ ー ド 信 号 に
従 っ て 第 1の 広 視 角 モ ー ド に 入 る こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 図 30Aに 示 さ れ て い る よ う に 、 図 32A内 の 所 定 の ピ ク セ ル ゾ ー ン 193aの ピ ク セ ル の 2つ の
電 極 196と 共 通 電 極 169bと の 間 に 第 1の 電 圧 が 印 加 さ れ る が 、 他 の ピ ク セ ル 電 極 196と 共 通
電 極 139bと の 間 に 電 圧 が 印 加 さ れ な い 場 合 、 2つ の ピ ク セ ル 電 極 169aと 共 通 電 極 169bと の
間 に 置 か れ て い る 液 晶 層 181の 部 分 の 液 晶 分 子 181aは 90度 の 方 位 角 に 向 か っ て 第 1の ラ ビ ン
グ 方 向 132aに そ っ て 傾 斜 し 、 図 30Bに 示 さ れ て い る よ う に 揃 え ら れ 傾 斜 状 態 を 形 成 す る 。
さ ら に 、 他 の ピ ク セ ル 電 極 169aと 共 通 電 極 169bと の 間 に 置 か れ て い る 液 晶 層 181の 部 分 の
液 晶 分 子 181aは 、 垂 直 状 態 に あ る 。 そ の 一 方 で 、 見 る 人 が LCD 130を 0度 お よ び 180度 の 方
位 角 か ら 斜 視 方 向 で 見 た 場 合 に 視 角 調 整 デ バ イ ス 164に よ り 与 え ら れ る 遅 延 Δ ndは 0に 等 し
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く な い 。 つ ま り 、 視 角 調 整 デ バ イ ス 164は 、 LCDパ ネ ル 23を 通 過 す る 光 の 偏 光 状 態 を 変 化 さ
せ る の で 、 見 る 人 は LCD 160を 0度 お よ び 180度 の 方 位 角 か ら 斜 視 方 向 で 見 た と き に LCDパ ネ
ル 23上 に 表 示 さ れ る フ レ ー ム 内 の 所 定 の ピ ク セ ル ゾ ー ン 193aに 対 応 す る ブ ラ ン ク 領 域 を 見
る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 LCD 160は 、 狭 視 角 モ ー ド 信 号 に 従 っ て 狭 視 角 モ ー ド に 入
っ て い る が 、 LCD 160を 0度 お よ び 180度 の 方 位 角 か ら 斜 視 方 向 に 見 る 人 は 所 定 の ピ ク セ ル
ゾ ー ン 193aに 対 応 す る ブ ラ ン ク 領 域 を 見 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 図 31Aに 示 さ れ て い る よ う に 、 図 32A内 の プ リ セ ッ ト さ れ た ピ ク セ ル ゾ ー ン 193aの 2つ の
ピ ク セ ル 電 極 196と 共 通 電 極 169bと の 間 に 第 2の 電 圧 が 印 加 さ れ る が 、 他 の ピ ク セ ル 電 極 19
6と 共 通 電 極 169bと の 間 に 電 圧 が 印 加 さ れ な い 場 合 、 2つ の ピ ク セ ル 電 極 169aと 共 通 電 極 16
9bと の 間 に 置 か れ て い る 液 晶 層 181の 部 分 の 液 晶 分 子 181aは 90度 の 方 位 角 に 向 か っ て 第 1の
ラ ビ ン グ 方 向 132aに そ っ て 平 坦 に な り 、 図 31Bに 示 さ れ て い る よ う に 揃 え ら れ 平 坦 状 態 を
形 成 す る 。 さ ら に 、 他 の ピ ク セ ル 電 極 196と 共 通 電 極 169bと の 間 に 置 か れ て い る 液 晶 層 181
の 部 分 の 液 晶 分 子 181aは 、 垂 直 状 態 に あ る 。 そ の 一 方 で 、 見 る 人 が LCD 160を 正 面 か ら 、
ま た は 斜 視 モ ー ド で 見 た 場 合 に 視 角 調 整 デ バ イ ス 164に よ り 与 え ら れ る 遅 延 Δ ndは 0に 等 し
い 。 こ れ は 、 視 角 調 整 デ バ イ ス 164が 、 LCDパ ネ ル 23を 通 過 す る 光 の 偏 光 状 態 を 変 化 さ せ ず
、 LCD 160は 、 広 視 角 モ ー ド 信 号 に 従 っ て 第 2の 広 視 角 モ ー ド に 入 る こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 液 晶 層 181の 飽 和 電 圧 が V s a t に 等 し い 場 合 、 V2は V s a t よ り も 大 き く 、 V1は 0.5 V s a t ～ 0.8
V s a t に 実 質 的 に 等 し い 。 完 全 に は 、 V1は 0.7V s a t に 等 し い 。 こ の 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、
第 1の 電 圧 V1お よ び 第 2の 電 圧 V2は 、 そ れ ぞ れ 、 2.5Vお よ び 5Vに 等 し い 。 好 ま し く は 、 第 2
の 電 圧 が 液 晶 層 181の 飽 和 電 圧 に 等 し い 場 合 、 第 1の 電 圧 は 第 2の 電 圧 の 0.7倍 に 大 体 等 し い
。 そ れ に 加 え て 、 所 定 の ピ ク セ ル ゾ ー ン 193aは 、 走 査 線 駆 動 回 路 188お よ び デ ー タ 線 駆 動
回 路 189に よ り 制 御 さ れ 、 テ キ ス ト 、 商 標 、 ま た は ロ ゴ を 形 成 す る 。 LCD 160が 狭 視 角 モ ー
ド 信 号 に 従 っ て 狭 視 角 モ ー ド に 入 っ て い る 場 合 、 見 る 人 は LCD 160を 斜 視 方 向 で 見 た 場 合
に 約 0度 お よ び 180度 の 方 位 角 ま た は 他 の 方 位 角 か ら テ キ ス ト 、 商 標 、 ま た は ロ ゴ を 見 る こ
と が 可 能 で あ り 、 LCDの 実 用 性 が 大 幅 に 高 ま る 。 し か し 、 本 発 明 の 技 術 を 熟 知 し て い る 者
で あ れ ば 、 本 発 明 の 技 術 が そ れ ら に 限 定 さ れ な い こ と を 理 解 す る で あ ろ う 。 例 え ば 、 第 1
の 補 償 膜 を 、 第 1の 偏 光 器 22と LCDパ ネ ル 23と の 間 に 配 置 す る こ と が で き 、 第 2の 補 償 膜 を
、 第 2の 偏 光 器 25と 視 角 調 整 デ バ イ ス 164と の 間 に 配 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 電 界 の 変 化 を 受 け る 液 晶 層 181の 液 晶 分 子 181aの 配 向 特 性 が 本 発 明 の 実 施 形 態 の 前 記 の
説 明 の 中 で 言 及 さ れ て い る が 、 他 の 種 類 の 液 晶 も 、 電 界 の 変 化 を 受 け る 異 な る 配 向 特 性 を
持 つ 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 例 え ば 、 ピ ク セ ル 電 極 196と 共 通 電 極 169bと の 間 に 電 圧 が 印 加 さ れ な い 場 合 、 LC層 内 の L
C分 子 は 平 坦 状 態 に 配 列 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 所 定 の ピ ク セ ル ゾ ー ン 193aの 2つ の ピ ク セ ル 電 極 196と 共 通 電 極 169bと の 間 に 第 13の 電 圧
が 印 加 さ れ 、 他 の ピ ク セ ル 電 極 196と 共 通 電 極 169bと の 間 に 電 圧 が 印 加 さ れ な い 場 合 、 プ
リ セ ッ ト さ れ た ピ ク セ ル ゾ ー ン 193aの 2つ の ピ ク セ ル 電 極 196と 共 通 電 極 169bの 一 部 と の 間
の LC分 子 は 、 第 1の ラ ビ ン グ 方 向 132aに そ っ て 傾 斜 状 態 に 配 列 さ れ る 。 他 の ピ ク セ ル 電 極 1
96と 共 通 電 極 169bの 他 の 部 分 と の 間 の LC分 子 は 、 平 坦 状 態 に 配 列 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 プ リ セ ッ ト さ れ た ピ ク セ ル ゾ ー ン 193aの 2つ の ピ ク セ ル 電 極 196と 共 通 電 極 169bと の 間 に
第 14の 電 圧 が 印 加 さ れ 、 他 の ピ ク セ ル 電 極 196と 共 通 電 極 169bと の 間 に 電 圧 が 印 加 さ れ な
い 場 合 、 所 定 の ピ ク セ ル ゾ ー ン 193aの 2つ の ピ ク セ ル 電 極 196と 共 通 電 極 169bの 一 部 と の 間
の LC分 子 は 、 第 1の ラ ビ ン グ 方 向 132aに そ っ て 垂 直 状 態 に 配 列 さ れ る 。 第 13の 電 圧 は 、 第 1
4の 電 圧 よ り も 小 さ い 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
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　 一 実 施 形 態 で は 、 視 角 調 整 デ バ イ ス 24ま た は 104は 、 LCD 160の 第 1の 偏 光 器 22と 第 2の 偏
光 器 25と の 間 に 配 置 さ れ 、 LCD 160の 視 角 を 調 整 す る 機 能 を 高 め る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
［ 第 12の 好 ま し い 実 施 形 態 ］
　 図 32を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 第 12の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ る 調 整 可 能 視 角 を 持 つ LCDの
側 面 図 が 示 さ れ て い る 。 こ の 好 ま し い 実 施 形 態 の LCD 200と 第 11の 好 ま し い 実 施 形 態 の LCD
 160と は 、 LCDパ ネ ル 23が 視 角 調 整 デ バ イ ス 164と 第 2の 偏 光 器 25と の 間 に 置 か れ て い る と
い う 点 で 異 な る 。 視 角 調 整 デ バ イ ス 164は 、 第 2の 表 面 22b上 に 配 置 さ れ 、 第 2の 基 板 面 167b
は 第 2の 表 面 22bに 面 し て い る 。 LCDパ ネ ル 23は 、 第 4の 基 板 面 168b上 に 配 置 さ れ 、 第 3の 表
面 23aは 第 4の 基 板 面 168bに 面 す る 。 第 1の 偏 光 器 25は 、 第 4の 表 面 23b上 に 配 置 さ れ 、 第 5の
表 面 25aは 第 4の 表 面 23bに 面 す る 。 し か し 、 本 発 明 の 技 術 を 熟 知 し て い る 者 で あ れ ば 、 本
発 明 の 技 術 が そ れ ら に 限 定 さ れ な い こ と を 理 解 す る で あ ろ う 。 例 え ば 、 第 1の 補 償 膜 を 、
第 1の 偏 光 器 22と 視 角 調 整 デ バ イ ス 164と の 間 に 配 置 す る こ と が で き 、 第 2の 補 償 膜 を 、 第 2
の 偏 光 器 25と LCDパ ネ ル 23と の 間 に 配 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 本 発 明 に よ り 上 記 の 好 ま し い 実 施 形 態 に お い て 調 整 可 能 視 角 が 開 示 さ れ て い る LCDに 組
み 込 ま れ て い る 視 角 調 整 デ バ イ ス で は 、 ユ ー ザ 側 で LCDの 視 角 モ ー ド を 広 視 角 モ ー ド お よ
び 狭 視 角 モ ー ド に 切 り 替 え ら れ る よ う に す る こ と で 、 LCDに 調 節 可 能 な 視 角 を 与 え る 目 的
を 達 成 し て い る 。 こ の よ う な 設 計 は 、 プ ラ イ バ シ ー デ ー タ セ キ ュ リ テ ィ を 個 人 的 に 保 護 す
る だ け で な く 、 LCDの 実 用 性 を も 高 め る 。 そ れ に 加 え て 、 ユ ー ザ が LCDの 視 角 モ ー ド を 切 り
替 え た と き に 、 LCDの コ ン ト ラ ス ト お よ び 輝 度 が 変 化 し な い た め 、 LCDを 正 面 か ら 見 る 人 が
コ ン ト ラ ス ト お よ び 輝 度 の 変 化 に 気 づ く こ と は な く 、 ま た LCDの 表 示 品 質 も 維 持 で き る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 本 発 明 は 、 例 を 使 用 し て 、 ま た 好 ま し い 実 施 形 態 に 関 し て 説 明 さ れ て い る が 、 本 発 明 は
そ れ ら に 限 定 さ れ な い こ と は 理 解 さ れ る で あ ろ う 。 そ れ ど こ ろ か 、 さ ま ざ ま な 修 正 形 態 お
よ び 類 似 の 配 列 お よ び 手 順 を 含 む こ と が 意 図 さ れ て お り 、 本 明 細 書 に 付 属 す る 請 求 項 の 範
囲 に つ い て は 、 そ の よ う な す べ て の 修 正 形 態 お よ び 類 似 の 配 列 お よ び 手 順 を 包 含 す る 最 も
広 い 解 釈 が 許 容 さ れ る で あ ろ う 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ８ ０ 】
【 図 １ Ａ 】 (関 連 技 術 )従 来 の LCDが 狭 視 角 モ ー ド の と き の 関 連 技 術 に お け る 側 面 図 で あ る
。
【 図 １ Ｂ 】 (関 連 技 術 )従 来 の LCDが 広 視 角 モ ー ド の と き の 関 連 技 術 に お け る 側 面 図 で あ る
。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 1の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ る 視 角 調 整 可 能 LCDの 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ Ａ 】 図 2の 第 1の 配 向 膜 を 持 つ 視 角 調 整 デ バ イ ス 上 に 配 置 さ れ て い る 液 晶 分 子 が 垂 直
状 態 の 場 合 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ Ｂ 】 図 3Aの 視 角 調 整 デ バ イ ス 上 に 配 置 さ れ て い る 液 晶 分 子 が 第 1の 配 向 膜 上 に 立 つ
場 合 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ４ Ａ 】 図 2の 第 1の 配 向 膜 を 持 つ 視 角 調 整 デ バ イ ス 上 に 配 置 さ れ て い る 液 晶 分 子 が 傾 斜
状 態 の 場 合 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ Ｂ 】 図 4Aの 視 角 調 整 デ バ イ ス 上 に 配 置 さ れ て い る 液 晶 分 子 が 第 1の 配 向 膜 上 で 90度
の 方 位 角 方 向 に 傾 斜 し て い る 場 合 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ５ Ａ 】 図 2の 第 1の 配 向 膜 を 持 つ 視 角 調 整 デ バ イ ス 上 に 配 置 さ れ て い る 液 晶 分 子 が 平 坦
状 態 の 場 合 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ Ｂ 】 図 4Aの 視 角 調 整 デ バ イ ス 上 に 配 置 さ れ て い る 液 晶 分 子 が 第 1の 配 向 膜 上 で 90度
の 方 位 角 方 向 に 寝 て い る 場 合 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ６ Ａ 】 図 2の LCDが 第 1の 広 視 角 モ ー ド の 場 合 の 等 コ ン ト ラ ス ト 図 で あ る 。
【 図 ６ Ｂ 】 図 2の LCDが 狭 視 角 モ ー ド の 場 合 の 等 コ ン ト ラ ス ト 図 で あ る 。
【 図 ７ Ａ 】 LCDパ ネ ル の 駆 動 電 圧 (V)と LCDが 第 1の 広 視 角 モ ー ド の と き に 見 る 人 に よ り 正 面

10

20

30

40

50

(21) JP 2006-11451 A 2006.1.12



か ら 観 察 さ れ る 調 整 可 能 視 角 を 持 つ LCDの 光 透 過 率 (T)と の 関 係 を 示 す 矩 形 座 標 図 で あ る 。
【 図 ７ Ｂ 】 LCDパ ネ ル の 駆 動 電 圧 (V)と LCDが 狭 視 角 モ ー ド の と き に 見 る 人 に よ り 正 面 か ら
観 察 さ れ る 調 整 可 能 視 角 を 持 つ LCDの 光 透 過 率 (T)と の 関 係 を 示 す 矩 形 座 標 図 で あ る 。
【 図 ８ Ａ 】 LCDパ ネ ル の 駆 動 電 圧 (V)と LCDが 第 1の 広 視 角 モ ー ド の と き に 見 る 人 に よ り 斜 視
方 向 か ら 観 察 さ れ る 調 整 可 能 視 角 を 持 つ LCDの 光 透 過 率 (T)と の 関 係 を 示 す 矩 形 座 標 図 で あ
る 。
【 図 ８ Ｂ 】 LCDパ ネ ル の 駆 動 電 圧 (V)と LCDが 狭 視 角 モ ー ド の と き に 見 る 人 に よ り 斜 視 方 向
か ら 観 察 さ れ る 調 整 可 能 視 角 を 持 つ LCDの 光 透 過 率 (T)と の 関 係 を 示 す 矩 形 座 標 図 で あ る 。
【 図 ８ Ｃ 】 視 角 調 整 デ バ イ ス で LCDを 駆 動 す る 方 法 の 流 れ 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 2の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ る 調 整 可 能 視 角 を 持 つ LCDの 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ Ａ 】 図 9の LCDが 第 1の 広 視 角 モ ー ド の 場 合 の 等 コ ン ト ラ ス ト 図 で あ る 。
【 図 １ ０ Ｂ 】 図 9の LCDが 狭 視 角 モ ー ド の 場 合 の 等 コ ン ト ラ ス ト 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 第 3の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ る 調 整 可 能 視 角 を 持 つ LCDの 側 面 図 で あ る
。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 第 4の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ る 調 整 可 能 視 角 を 持 つ LCDの 場 合 の 側 面 図
で あ る 。
【 図 １ ３ Ａ 】 図 12の 第 3の 配 向 膜 を 持 つ 視 角 調 整 デ バ イ ス 上 に 配 置 さ れ て い る 液 晶 分 子 が
垂 直 状 態 の 場 合 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ Ｂ 】 図 13Aの 視 角 調 整 デ バ イ ス 上 に 配 置 さ れ て い る 液 晶 分 子 が 第 1の 配 向 膜 上 に 立
つ 場 合 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ Ａ 】 図 12の 第 3の 配 向 膜 を 持 つ 視 角 調 整 デ バ イ ス 上 に 配 置 さ れ て い る 液 晶 分 子 が
傾 斜 状 態 の 場 合 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ Ｂ 】 図 14Aの 視 角 調 整 デ バ イ ス 上 に 配 置 さ れ て い る 液 晶 分 子 が 第 3の 配 向 膜 上 で 0
度 の 方 位 角 方 向 に 傾 斜 し て い る 場 合 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ Ａ 】 図 12の 第 3の 配 向 膜 を 持 つ 視 角 調 整 デ バ イ ス 上 に 配 置 さ れ て い る 液 晶 分 子 が
平 坦 状 態 の 場 合 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ Ｂ 】 図 15Aの 視 角 調 整 デ バ イ ス 上 に 配 置 さ れ て い る 液 晶 分 子 が 第 3の 配 向 膜 上 で 0
度 の 方 位 角 方 向 に 平 坦 で あ る 場 合 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ Ｃ 】 視 角 調 整 デ バ イ ス で LCDを 駆 動 す る 方 法 の 流 れ 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 本 発 明 の 第 5の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ る 調 整 可 能 視 角 を 持 つ LCDの 側 面 図 で あ る
。
【 図 １ ７ 】 本 発 明 の 第 6の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ る 調 整 可 能 視 角 を 持 つ LCDの 側 面 図 で あ る
。
【 図 １ ８ 】 本 発 明 の 第 7の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ る 調 整 可 能 視 角 を 持 つ LCDの 側 面 図 で あ る
。
【 図 １ ９ Ａ 】 図 18の 視 角 調 整 デ バ イ ス 上 に 配 置 さ れ て い る 液 晶 分 子 が 垂 直 状 態 の 場 合 の 断
面 図 で あ る 。
【 図 １ ９ Ｂ 】 2つ の 相 互 垂 直 の ラ ビ ン グ 方 向 と 図 18の 第 1の 配 向 膜 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 １ ９ Ｃ 】 2つ の 相 互 垂 直 の ラ ビ ン グ 方 向 と 図 18の 第 2の 配 向 膜 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 １ ９ Ｄ 】 図 19Aの 視 角 調 整 デ バ イ ス 上 に 配 置 さ れ て い る 2つ の 液 晶 分 子 が そ れ ぞ れ 第 1
の 配 向 領 域 お よ び 第 2の 配 向 領 域 上 に 立 つ 場 合 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ Ａ 】 図 18の 視 角 調 整 デ バ イ ス 上 に 配 置 さ れ て い る 液 晶 分 子 が 傾 斜 状 態 の 場 合 の 断
面 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ Ｂ 】 図 20Aの 視 角 調 整 デ バ イ ス 上 に 配 置 さ れ て い る 2つ の 液 晶 分 子 が そ れ ぞ れ 第 1
の 配 向 領 域 お よ び 第 2の 配 向 領 域 上 で 傾 斜 す る 場 合 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ２ １ Ａ 】 図 18の 視 角 調 整 デ バ イ ス 上 に 配 置 さ れ て い る 液 晶 分 子 が 平 坦 な 状 態 の 場 合 の
断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ １ Ｂ 】 図 21Aの 視 角 調 整 デ バ イ ス 上 に 配 置 さ れ て い る 2つ の 液 晶 分 子 が そ れ ぞ れ 第 1
の 配 向 領 域 お よ び 第 2の 配 向 領 域 上 に 寝 て い る 場 合 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 本 発 明 の 第 8の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ る 調 整 可 能 視 角 を 持 つ LCDの 側 面 図 で あ る
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。
【 図 ２ ３ 】 本 発 明 の 第 9の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ る 調 整 可 能 視 角 を 持 つ LCDの 側 面 図 で あ る
。
【 図 ２ ４ Ａ 】 図 23の 視 角 調 整 デ バ イ ス 上 に 配 置 さ れ て い る 液 晶 分 子 が 垂 直 状 態 の 場 合 の 断
面 図 で あ る 。
【 図 ２ ４ Ｂ 】 図 23の 第 1の 分 離 層 と 第 1の 電 極 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ４ Ｃ 】 図 23の 第 2の 分 離 層 と 第 2の 電 極 の 下 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ４ Ｄ 】 図 24Aの 視 角 調 整 デ バ イ ス 上 に 配 置 さ れ て い る 液 晶 分 子 が 第 1の 配 向 膜 と と も
に あ る 場 合 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ５ Ａ 】 図 23の 第 1の 電 極 と 第 2の 電 極 と の 間 に 位 置 決 め さ れ た 液 晶 層 の 部 分 に 配 置 さ
れ た 液 晶 分 子 が 傾 斜 状 態 で あ る 場 合 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ５ Ｂ 】 図 25Aの 第 1の 電 極 と 第 2の 電 極 と の 間 に 位 置 決 め さ れ た 液 晶 分 子 が 第 1の 配 向
膜 上 で 傾 斜 し て い る 場 合 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ６ Ａ 】 図 23の 第 1の 電 極 と 第 2の 電 極 と の 間 に 位 置 決 め さ れ た 液 晶 層 の 部 分 に 配 置 さ
れ た 液 晶 分 子 が 平 坦 状 態 で あ る 場 合 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ６ Ｂ 】 図 26Aの 第 1の 電 極 と 第 2の 電 極 と の 間 に 位 置 決 め さ れ た 液 晶 分 子 が 第 1の 配 向
膜 上 に 寝 て い る 場 合 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ７ 】 本 発 明 の 第 10の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ る 調 整 可 能 視 角 を 持 つ LCDの 側 面 図 で あ
る 。
【 図 ２ ８ 】 本 発 明 の 第 11の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ る 調 整 可 能 視 角 を 持 つ LCDの 側 面 図 で あ
る 。
【 図 ２ ９ Ａ 】 図 28の 視 角 調 整 デ バ イ ス の ピ ク セ ル ア レ イ の 回 路 レ イ ア ウ ト 図 で あ る 。
【 図 ２ ９ Ｂ 】 図 29Aの 断 面 線 29B-29B'か ら 見 た 視 角 調 整 デ バ イ ス 上 に 配 置 さ れ て い る 液 晶
分 子 が 垂 直 状 態 の 場 合 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ９ Ｃ 】 図 29Bの 2つ の ピ ク セ ル 電 極 に 対 応 す る 2つ の 液 晶 分 子 が 第 1の 配 向 膜 上 に 立 つ
場 合 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ０ Ａ 】 図 28の 2つ の ピ ク セ ル 電 極 と 共 通 電 極 と の 間 に 位 置 決 め さ れ た 液 晶 層 の 部 分
に 配 置 さ れ た 液 晶 分 子 が 傾 斜 状 態 で あ る 場 合 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ０ Ｂ 】 図 30Aの 2つ の ピ ク セ ル 電 極 に 対 応 す る 2つ の 液 晶 分 子 が 第 1の 配 向 膜 上 に 寝 て
い る 場 合 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ３ １ Ａ 】 図 28の 2つ の ピ ク セ ル 電 極 と 共 通 電 極 と の 間 に 位 置 決 め さ れ た 液 晶 層 の 部 分
に 配 置 さ れ た 液 晶 分 子 が 平 坦 状 態 で あ る 場 合 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ １ Ｂ 】 図 31Aの 2つ の ピ ク セ ル 電 極 に 対 応 す る 2つ の 液 晶 分 子 が 第 1の 配 向 膜 上 に 寝 て
い る 場 合 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ２ 】 本 発 明 の 第 12の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ る 調 整 可 能 視 角 を 持 つ LCDの 側 面 図 で あ
る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ １ 】
　 10　 LCD
　 11　 高 分 子 分 散 型 液 晶 (PDLC)デ バ イ ス
　 12a　 バ ッ ク ラ イ ト
　 12b　 非 平 行 バ ッ ク ラ イ ト
　 13　 LCDパ ネ ル
　 21　 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル
　 21a　 発 光 面
　 22　 第 1の 偏 光 器
　 22a　 第 1の 表 面
　 22b　 第 2の 表 面
　 22c　 延 長 方 向
　 23　 LCDパ ネ ル
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　 23a　 第 3の 表 面
　 23b　 第 4の 表 面
　 24　 視 角 調 整 デ バ イ ス
　 25　 第 2の 偏 光 器
　 25a　 第 5の 表 面
　 25b　 第 6の 表 面
　 25c　 延 長 方 向
　 27　 第 1の 基 板
　 27a　 第 1の 基 板 面
　 27b　 第 2の 基 板 面
　 28　 第 2の 基 板
　 29a　 第 1の 電 極
　 29b　 第 2の 電 極
　 30a　 第 1の 配 向 膜
　 30b　 第 2の 配 向 膜
　 31　 液 晶 層
　 31a　 液 晶 (LC)分 子
　 32a　 第 1の ラ ビ ン グ 方 向
　 32b　 第 2の ラ ビ ン グ 方 向
　 40　 LCD
　 41a　 第 1の 補 償 膜
　 41b　 第 2の 補 償 膜
　 50　 LCD
　 60　 LCD
　 62a　 第 3の ラ ビ ン グ 方 向
　 62b　 第 4の ラ ビ ン グ 方 向
　 64　 視 角 調 整 デ バ イ ス
　 67　 第 3の 基 板
　 67a　 第 5の 基 板 面
　 67b　 第 6の 基 板 面
　 68　 第 4の 基 板
　 68a　 第 7の 基 板 面
　 68b　 第 8の 基 板 面
　 69a　 第 3の 電 極
　 69b　 第 4の 電 極
　 70a　 第 3の 配 向 膜
　 70b　 第 4の 配 向 膜
　 71　 液 晶 層
　 71a　 液 晶 分 子
　 80　 LCD
　 90　 LCD
　 100　 LCD
　 102a　 第 1の ラ ビ ン グ 方 向
　 102b　 第 3の ラ ビ ン グ 方 向
　 103a　 第 2の ラ ビ ン グ 方 向
　 103b　 第 4の ラ ビ ン グ 方 向
　 104　 視 角 調 整 デ バ イ ス
　 107　 第 1の 基 板
　 107a　 第 1の 基 板 面
　 108　 第 2の 基 板
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　 108a　 第 3の 基 板 面
　 108b　 第 4の 基 板 面
　 109a　 第 1の 電 極
　 109b　 第 2の 電 極
　 110a　 第 1の 配 向 膜
　 110b　 第 2の 配 向 膜
　 111　 液 晶 層
　 111a　 液 晶 分 子
　 112a　 第 1の 配 向 領 域
　 112b　 第 2の 配 向 領 域
　 113a　 第 3の 配 向 領 域
　 113b　 第 4の 配 向 領 域
　 120　 LCD
　 130　 LCD
　 132a　 第 1の ラ ビ ン グ 方 向
　 132b　 第 2の ラ ビ ン グ 方 向
　 134　 視 角 調 整 デ バ イ ス
　 137　 第 1の 基 板
　 137a　 第 1の 基 板 面
　 138　 第 2の 基 板
　 138a　 第 3の 基 板 面
　 138b　 第 4の 基 板 面
　 139a　 第 1の 電 極
　 139b　 第 2の 電 極
　 140a　 第 1の 配 向 膜
　 140b　 第 2の 配 向 膜
　 141　 液 晶 層
　 145a　 第 1の 分 離 層
　 145b　 第 2の 分 離 層
　 146a　 第 1の 開 口
　 150　 LCD
　 160　 LCD
　 162a　 第 1の ラ ビ ン グ 方 向
　 162b　 第 2の ラ ビ ン グ 方 向
　 164　 視 角 調 整 デ バ イ ス
　 167　 第 1の 基 板
　 167a　 第 1の 基 板 面
　 167b　 第 2の 基 板 面
　 168　 第 2の 基 板
　 193　 ピ ク セ ル ア レ イ
　 169b　 共 通 電 極
　 170a　 第 1の 配 向 膜
　 170b　 第 2の 配 向 膜
　 171　 液 晶 層
　 181　 液 晶 層
　 181a　 液 晶 分 子
　 188　 走 査 線 駆 動 回 路
　 189　 デ ー タ 線 駆 動 回 路
　 190　 走 査 線
　 191　 デ ー タ 線
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　 193　 ピ ク セ ル ア レ イ
　 193a　 ピ ク セ ル ゾ ー ン
　 194　 ピ ク セ ル
　 195　 TFT
　 196　 ピ ク セ ル 電 極
　 200　 LCD

【 図 １ Ａ 】

【 図 １ Ｂ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ Ａ 】
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【 図 ３ Ｂ 】

【 図 ４ Ａ 】

【 図 ４ Ｂ 】

【 図 ５ Ａ 】

【 図 ５ Ｂ 】 【 図 ７ Ａ 】
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【 図 ７ Ｂ 】 【 図 ８ Ａ 】

【 図 ８ Ｂ 】 【 図 ８ Ｃ 】

(28) JP 2006-11451 A 2006.1.12



【 図 ９ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ Ａ 】 【 図 １ ３ Ｂ 】
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【 図 １ ４ Ａ 】 【 図 １ ４ Ｂ 】

【 図 １ ５ Ａ 】 【 図 １ ５ Ｂ 】
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【 図 １ ５ Ｃ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ Ａ 】

【 図 １ ９ Ｂ 】

【 図 １ ９ Ｃ 】
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【 図 １ ９ Ｄ 】

【 図 ２ ０ Ａ 】

【 図 ２ ０ Ｂ 】

【 図 ２ １ Ａ 】

【 図 ２ １ Ｂ 】

【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】
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【 図 ２ ４ Ａ 】

【 図 ２ ４ Ｂ 】

【 図 ２ ４ Ｃ 】

【 図 ２ ４ Ｄ 】

【 図 ２ ５ Ａ 】

【 図 ２ ５ Ｂ 】

【 図 ２ ６ Ａ 】

【 図 ２ ６ Ｂ 】
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【 図 ２ ７ 】

【 図 ２ ８ 】

【 図 ２ ９ Ａ 】

【 図 ２ ９ Ｂ 】

【 図 ２ ９ Ｃ 】

【 図 ３ ０ Ａ 】

【 図 ３ ０ Ｂ 】
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【 図 ３ １ Ａ 】

【 図 ３ １ Ｂ 】

【 図 ３ ２ 】

【 図 ６ Ａ 】
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【 図 ６ Ｂ 】

【 図 １ ０ Ａ 】
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【 図 １ ０ Ｂ 】
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